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　鶴岡の中学生８人が10日間にわたって学校訪問や
ホームステイ、ＮＢ市・ワシントンＤＣ・ニューヨ
ーク市等の見学を通して交流を深めました。その後、
2001年の同時多発テロやイラク戦争により交流が見
送られた時期もありましたが、現在まで、計11回訪
問団を派遣しています。

2

交
流
の
あ
ゆ
み　
　
　

1994年 学生相互交流の開始

　

６
月
10
日
、
本
市
と
米
国
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ

ィ
ッ
ク
（
以
下
Ｎ
Ｂ
）
市
の
姉
妹
都
市
盟
約
が
60

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

近
年
、
海
外
旅
行
や
留
学
が
身
近
に
な
っ
た
り

在
住
外
国
人
が
増
え
た
り
す
る
な
ど
、
外
国
人
と

の
交
流
の
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。本
市
は
、Ｎ
Ｂ

市
を
は
じ
め
と
す
る
草
の
根
交
流
を
生
か
し
、
国

や
言
語
、
生
活
習
慣
等
の
違
い
を
越
え
た
心
と
心

の
触
れ
合
い
に
よ
り
、
お
互
い
を
認
め
、
共
に
生

き
て
い
く
国
際
感
覚
や
広
い
視
野
を
身
に
付
け
た

人
材
の
育
成
等
、
国
際
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
Ｎ
Ｂ
市
と
の
交
流
の
経
過
や
鶴
岡
・
ニ

ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ
ッ
ク
友
好
協
会
（
以
下
友
好

協
会
）
が
取
り
組
む
記
念
企
画
を
紹
介
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
直
接

の
交
流
が
難
し
い
中
で
、
新
し
い
形
の
交
流
が
始

ま
っ
て
い
ま
す
。
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日米親善に貢献 庄内藩士　高木 三郎
1841年に庄内藩士として江戸に生まれ、勝

海舟の門に入り蘭学を学んだ。1869年に外
務省留学生に選ばれ、語学を学ぶためＮＢ市
ラトガース大学に入学。卒業後は、サンフラ
ンシスコ副領事、ニューヨーク総領事など駐
在外交官として活躍し、郵便条約を締結させ

るなど日米親善に貢献した。こ
の高木三郎とＮＢ市のつながり
と鶴岡ロータリークラブ（以下Ｒ
Ｃ）とＮＢＲＣの交流を契機と
し、姉妹都市盟約が締結された。

1982年 初の親善訪問

　ＮＢ市長の招待により、鶴岡市長をは
じめ９人が訪問。また、1984年にはＮ
Ｂ市長ら一行６人が本市を訪れました。

1960年

姉妹都市盟約締結
　ＲＣ国際会議に出席する小花
盛雄鶴岡ＲＣ会長を介し、鶴岡
市長がＮＢ市長に友好都市とし
ての交流希望の意思を伝えまし
た。これをきっかけに6月10日、
盟約が締結されました。

　
　
　

アメリカ合衆国

ニューブランズウィック市

鶴岡・ニューブランズウィック姉妹都市盟約60周年特
集 鶴岡から世界へ―

本市訪問団としてＮＢ市を初めて訪問した中学生たち
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2019年 学生相互交流の再開

　３月に本市中学生ら８人が８年ぶ
りにＮＢ市を訪問。また、11月には
ＮＢ市から６人の中学生が12年ぶり
に来鶴し、市内の観光や中学校見学、
歓迎会等を通して市民との交流を深
めました。

　ＮＢ市は米国ニュージャージー州のほぼ中
央、ニューヨーク市から南西に約50㎞離れ
た所に位置します。建国以前の1681年に起
源し、米国の中で最も古い市の一つです。
　市内には２つの大学病院や米国最大規模の
医科歯科大学、州立がんセンターなど医療機
関が集まるほか、製薬会社ジョンソン＆ジョ
ンソンの本社と国際本部が置かれ、国内屈指
の健康福祉都市となっています。また、国内
最大規模の州立大学であるラトガース大学を
中心に多くの公立・私立学校があり、人口の半
数以上を学生が占める学園都市でもあります。

ＮＢ市はこんな所！～健康福祉と学生のまち～

2002年 義援金を送付

　前年に米国で起きた同時多発テロ。
復興と被災者支援に充ててもらうた
め、鶴岡市民から寄せられた約180
万円の義援金をＮＢ市へ送りました。

　ＮＢ市、ＮＢＲＣより東日本大震
災の義援金として約160万円を頂戴。
市では「あしなが東日本大震災・津
波遺児募金」へ送金しました。

2011年 義援金を受取

　今年、鶴岡・ニューブランズウィ
ック姉妹都市盟約60周年を迎えた
ことをうれしく思います。
　両市の絆は、1869年に高木三郎氏
がラトガース大学で英語を学ぶため
にＮＢ市にお越しになったことを起
源とし、150年以上となりました。
　高木氏の足跡を学ぶ機会となって
いる学生の相互交流については、今
もなお優先される取り組みとなって
います。私たちの強い友情によるこ

の相互交流によって、子供たちの国
際理解が深まり、さらにお互いの文
化が尊重され信頼関係が築かれてい
ます。
　鶴岡市のリーダーシップ及び鶴
岡・ＮＢ友好協会とＮＢ・鶴岡姉妹
都市協会の努力に感謝しています。
安全に過ごせる時期になり、姉妹都
市60周年のお祝いができることを
楽しみにしています。共に戦ってい
きましょう。

鶴岡の皆さんへ

ジェームズ・ケイヒル市長

ＮＢ・鶴岡姉妹都市協会から届いた
姉妹都市の健康と交流の再開を願うメッセージ

Dear Friends

　鶴岡市長を団長とする19人
がＮＢ市を訪れ、盟約継続を
確認。同年11月には９人の
訪問団が来鶴し、記念式典に
出席したり、ケイヒル市長が
講演を行ったりしました。

2010年 盟約50周年

ＮＢ市での50周年記念式典のために集
まった、かつて鶴岡に訪問した学生たち

コロナ禍でも
心と心で交流



英語とスポーツを通して国と国をつなぎたい

　平成31年３月、第11次訪問団として本市から中学生ら８人を８年ぶりに派遣。訪問した２人にミドル
スクール（日本における中学校）での交流やホームステイ等を通して感じたことなどを聞きました。

　私は英語を話すことが好きでいろいろな
ことにチャレンジしたいと思っています。
様々な人に出会える国際交流にはとても関
心があり、参加しました。　
　訪問中は鶴岡と外国の文化の違いを肌で
感じることができ、中でも大きく違ってい
たのが食文化。鶴岡では学校給食発祥の地
として、小さな頃から食べ物を大切にする
ことや感謝しながら頂くことを学んできま

したが、ＮＢ市のミドルスクールには食べ残
し専用のごみ箱があり、食べ物に対する気持
ちの違いを強く感じました。
　将来は客室乗務員になり海外で生活し、現
地の文化を取り入れながら日本文化のすば
らしさを多くの
人に広めたいで
す。そのために
も、鶴岡の文化
をもっと勉強し
たいと思います。
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ＮＢ市を訪問しました！～８年ぶりに派遣再開～

ームステイでは料理の大きさに驚き。新しいことに挑
戦したい人には海外と積極的に交流してほしいです。
ホ

海外の人たちに日本の文化を広めたい

海外の文化に興味があり、また自分の英
語がどれだけ本場で通用するのか試してみ
たい気持ちがありました。
　交流中、同年代の学生が積極的に自己ア
ピールをする姿を見て、日本との違いを感

じました。英語でも
日本語でも相手を理
解し、自分の気持ち
を伝えることの大切

さに気付き、ジェスチャーを交えながら積
極的に話しかけると、最初は通じなかった
英語が伝わるようになりました。それから
は部活動や生徒会活動の中でも自分の思い
が相手に伝わるよう、工夫することを心掛
けています。
　将来はスポーツ選手の健康管理等を行う
スポーツドクターとして、海外のプロチー
ムで働きながら国際交流を続けたいです。

吉田壮一郎さん
鶴岡第五中学校（３年）問をきっかけに「国と国をつなぐ仕

事をしたい」という将来の夢を具体的
にイメージできるようになりました。

訪

鶴岡・ニューブランズウィック姉妹都市盟約60周年　　鶴岡から世界へ―

市民の方が関われるようにしました。マスクや千羽
鶴、動画の制作には多くの方に参加いただき、姉妹
都市のことを知ってもらうきっかけになりました。
　企画を進める中で一番うれしかったのは、国際貢
献に意欲がある20代・30代の若者が趣旨に賛同し、
集まってくれたことです。これからは彼らの世代が
中心となって交流を進め、60年にわたる交流の歴
史を10年後、20年後へとつないでほしいです。　

（令和２年９月13日現在）

ニューブランズウィック市における
　新型コロナウイルス感染症の感染状況　

渡邉柚さん
鶴岡南高校（１年）

※2019年のデータ（米国政府ホームページより）

■人口　
■累計感染者数
■死亡者数

55,676人※

1,883人
80人



　ＮＢ市の感染状況を知っ
たとき、何か自分にできる
ことはないかと考え同世代
の仲間に声を掛けました。
姉妹都市のことを知らない
市民の方もいると思います
が、この企画をきっかけに
両市の交流や鶴岡にも興味
を持ってもらいたいです。

5 広報つるおか　2020 .10

　新型コロナウイルス感染症の影響で交流が難しい中、今までの形とは異なる新たな交流が始まっています。応
援動画の制作等、友好協会が取り組む「山形から世界へ　O

ワ ン

NE H
ハ ー ト

EART p
プロジェクト

roject」を紹介します。

　ＮＢ市に向けてお見舞いと応援の気持ちを伝えるため、
市内各所の施設や団体、中学校等の協力のもと集まった
1,803羽の千羽鶴。マスクと共に荘内神社で祈とうを受
けた色とりどりの鶴が、海を渡って思いを届けました。

　感染が拡大するＮＢ市で感染防止に役立ててもらおう
と、第１弾として布マスクとシルクマスクを計60枚、
第２弾として鶴岡高等養護学校の生徒会などの市内各種
団体から寄せられた170枚の手作りマスクを送りました。

　動画撮影や音楽が得意な若者が集まって
応援動画を制作。動画撮影グループとＢＧ
Ｍを収録するバンドグループに分かれて活
動しました。鶴岡市内で撮影し、多くの市
民が出演した動画には英語の字幕を付ける
ことで、遠く離れたＮＢ市民の方にも応援
のメッセージが伝わるようにしています。
　動画は友好協会のＹ

ユ ー チ ュ ー ブ

ｏｕＴｕｂｅチャン
ネルで公開されています。

手作りマスクの送付①

千羽鶴の送付②

応援動画の制作 『ワンハート～ミライへノアイコトバ～』③

ONE　HEART　project

姉妹都市盟約60周年企画！～コロナ禍での交流～

　 Tsuruoka-NewBrunswick Sister City 60th aniversary

長南雄太 さん
友好協会幹事

　新型コロナは日本だけでなく世界中の問題です。
この企画を始めたとき、特に感染が拡大していたの
が米国でした。互いに大変な状況ですがコロナに負
けず、姉妹都市同士の心と心の結び付きで共に乗り
越えていきましょうという思いで活動しています。
　企画は協会の会員だけでなく、できるだけ多くの

これからの交流は若者が主役に

動画はこちらから
友好協会公式ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル

←

佐藤公力さん
友好協会会長

姉妹都
市のこ

とを知
らな

い方に
も見て

ほしい
！
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市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111　羽黒庁舎☎62‐2111
　櫛引庁舎☎57‐2111　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111

市政功労表彰・市制施行15周年特別表彰・感謝状贈呈　　　　　を10月１日（市制施行記念日）に行います①
■問本所総務課☎内線315

　市では、本市の発展に尽くされた方を市政功労
者として表彰し、その功績をたたえています。
　今年度は、２人の方が10月１日の市制施行記
念式典で表彰されます（この表彰は、鶴岡市表彰
条例に基づいて行われるものです）。

　市制施行15周年を記念し、29人の方が市制施
行15周年特別表彰として表彰されます。
　また、山形県沖地震からの復興支援活動にご尽
力いただいた４団体に感謝状が贈呈されます。

〈産業経済功労〉　黒井 德夫 氏 （69歳） 東荒屋
　平成３年に櫛引町農業協同組合理事に
就任、平成７年の農協合併後は庄内たが
わ農業協同組合の理事、常務を歴任され、
平成17年から令和２年６月まで、15年の
長きにわたり代表理事組合長として、地
域農業の振興に多大な貢献をされました。
その間、合併後の新鶴岡市との連携・協
力体制の構築に尽力されたほか、米政策
など農政の変革期における本市の農業振
興施策を力強くけん引されました。

　また、特産の「きゅうり」の大規模園
芸団地化による生産拡大と産地化を推進
されるとともに、農産物直売所の開設、
高齢化が進む農村の現状課題を捉えた高
齢者福祉事業の拡充、「鶴岡市農業人材
育成・確保に関する協定」への参画によ
り将来の地域農業のリーダーとなる人材
の育成・確保に尽力されるなど、本市農
業の発展に寄与されました。

〈産業経済功労〉　早坂 剛 氏 （81歳） 神明町
　平成６年に鶴岡商工会議所議員に就任
以降、平成13年には副会頭、平成19年
から令和元年10月までの12年間は会頭
の職務に就かれ、商工行政への先進的な
提言をはじめ、本市の商工業振興におい
て多大な貢献をされました。その間、公
共事業の地元発注への働きかけを通した
中小・小規模企業の振興、中心商店街及
び中心市街地の活性化、官民一体となっ

た観光振興への取り組みなど、各種事業
に惜しみない情熱を注がれました。
　また、東北横断自動車道酒田線・日本
海沿岸東北自動車道の整備促進、庄内空
港の利便性向上にも積極的に取り組まれ、
地域における経済団体のリーダーとして、
本市の商工業を中心とする産業振興に寄
与されました。

市政功労表彰

地方自治功労

山本  益生　氏
（71歳）馬町

　平成21年に鶴岡市副市長に選任され、８年にわたり市長を補佐し、農林水産業をは
じめとする産業の振興、食文化分野の日本初のユネスコ創造都市ネットワーク加盟や日
本遺産登録など、地方自治の進展と市政の発展に貢献されました。

上野  多一郎　氏
（70歳）丸岡

　平成７年から通算６期22年５月にわたり櫛引町議会議員、鶴岡市議会議員として活
躍され、その間、町議会総務文教厚生常任委員会委員長、市議会副議長等を歴任し、地
方自治の進展と市政の発展に貢献されました。

五十嵐 庄一　氏
（66歳）小名部

　平成15年から通算４期14年５月にわたり温海町議会議員、鶴岡市議会議員として活
躍され、その間、市議会産業建設常任委員会委員長、市議会副議長等を歴任し、地方自
治の進展と市政の発展に貢献されました。

岡村 正博　氏
（70歳）大山一丁目

　平成17年から通算３期12年にわたり鶴岡市議会議員として活躍され、その間、総務
常任委員会委員長、市民文教常任委員会委員長等を歴任し、地方自治の進展と市政の発
展に貢献されました。

市制施行15周年特別表彰
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

市政功労表彰・市制施行15周年特別表彰・感謝状贈呈　　　　　を10月１日（市制施行記念日）に行います①

教育・文化功労

渡部  正芳　氏
（75歳）美原町

　多年にわたり鶴岡市体育協会の要職を歴任し、この間、特定非営利活動法人としての
鶴岡市体育協会の設立、鶴岡市スポーツ推進計画後期改定計画の策定に携わり、本市の
生涯スポーツの普及・促進、競技スポーツの振興・発展に貢献されました。

渡邊 成孝　氏
（85歳）睦町

　多年にわたり常念寺保育園園長として児童福祉の向上に尽力されるとともに、山形県
鶴岡幼児音楽研究会会長として幼児音楽フェスティバルを開催し、音楽を通して幼児期
の豊かな心を育てる環境づくりに貢献されました。

柿﨑 泰裕　氏
（69歳）日吉町

　多年にわたり教員として音楽指導を熱心に行い、鶴岡の合唱・器楽分野を全国レベル
に向上させるとともに、鶴岡土曜会混声合唱団常任指揮者、鶴岡放送児童合唱団指揮者
として、本市の音楽文化の振興、発展に貢献されました。

植松 芳平　氏
（83歳）新形町

　多年にわたり鶴岡市文化財保護審議会副会長、同会長を歴任し、さらに、名勝金峯山
保存活用計画策定委員会委員長として、現地調査や審議において指導的な役割を果たさ
れるなど、本市の文化財行政に大きく貢献されました。

産業経済功労

村上 誠　氏
（75歳）羽黒町野荒町

　多年にわたり笹川土地改良区理事長としてほ場整備やため池整備など農業農村整備事
業を推進し、かんがい排水施設や農道などの農業生産基盤の整備に努めるとともに、今
野川土地改良区との合併においては組合員を円滑に円満にまとめるなど、本市の地域農
業の発展に貢献されました。

社会福祉・市民生活功労

富樫 啓二　氏
（84歳）末広町

　第五学区コミュニティ振興会副会長・会長を歴任し、さらに、鶴岡市コミュニティ組
織協議会会長を務められるなど、地域コミュニティ活動の振興に尽力され、市民生活の
向上に貢献されました。

加藤 多賀子　氏
（67歳）山王町

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、資質の向上に努め、本市の社会福祉の向上に貢献されました。

大場 隆雄　氏
（84歳）茅原

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、鶴岡市第３民生区民生児童委員協議会副会長を務められるなど、本市の社会福
祉の向上に貢献されました。

佐藤 良江　氏
（61歳）大部町

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、鶴岡市民生児童委員協議会連合会児童健全育成部会幹事を務められるなど、本
市の社会福祉の向上に貢献されました。

菅原 斉　氏
（68歳）本田

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、鶴岡市第10民生区民生児童委員協議会会長、鶴岡市民生児童委員協議会連合
会理事を務められるなど、本市の社会福祉の向上に貢献されました。

難波 ハツ子　氏
（66歳）西目

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、鶴岡市民生児童委員協議会連合会児童健全育成部会幹事、鶴岡市第11民生区
民生児童委員協議会副会長を務められるなど、本市の社会福祉の向上に貢献されました。

櫻井 京子　氏
（83歳）平成町

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、鶴岡市民生児童委員協議会連合会高齢者福祉部会副部長を務められるなど、本
市の社会福祉の向上に貢献されました。

押切 佑　氏
（79歳）日吉町

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、資質の向上に努め、本市の社会福祉の向上に貢献されました。

上野 雄三　氏
（77歳）宝田二丁目

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、資質の向上に努め、本市の社会福祉の向上に貢献されました。

菅原 達雄　氏
（71歳）坂野下

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、鶴岡市第８民生区民生児童委員協議会副会長・会長、鶴岡市民生児童委員協議
会連合会理事を務められるなど、本市の社会福祉の向上に貢献されました。
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社会福祉・市民生活功労

佐藤 丈六　氏
（76歳）下清水

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、鶴岡市民生児童委員協議会連合会児童健全育成部会副部長・部長、鶴岡市民生
児童委員協議会連合会理事を務められるなど、本市の社会福祉の向上に貢献されました。

廣瀬 重克　氏
（72歳）大山三丁目

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、鶴岡市第14民生区民生児童委員協議会副会長・会長、鶴岡市民生児童委員協
議会連合会理事を務められるなど、本市の社会福祉の向上に貢献されました。

齋藤 トモ子　氏
（78歳）渡前

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、資質の向上に努め、本市の社会福祉の向上に貢献されました。

田村 ひとみ　氏
（65歳）羽黒町押口

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、鶴岡市羽黒地区民生児童委員協議会副会長を務められるなど、本市の社会福祉
の向上に貢献されました。

遠藤 勉　氏
（72歳）宝谷

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、鶴岡市櫛引地区民生児童委員協議会会長、鶴岡市民生児童委員協議会連合会副
会長を務められるなど、本市の社会福祉の向上に貢献されました。

若生 隆子　氏
（79歳）湯温海

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、資質の向上に努め、本市の社会福祉の向上に貢献されました。

安達 恵美子　氏
（74歳）五十川

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、温海地区民生児童委員協議会山戸部会部会長を務められるなど、本市の社会福
祉の向上に貢献されました。

五十嵐 光雄　氏
（76歳）湯温海

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、温海地区民生児童委員協議会会長、鶴岡市民生児童委員協議会理事を務められ
るなど、本市の社会福祉の向上に貢献されました。

佐藤 よしみ　氏
（72歳）五十川

　多年にわたり民生委員・児童委員として社会奉仕の精神をもって保護指導に尽力され、
その間、資質の向上に努め、本市の社会福祉の向上に貢献されました。

風水害・火災防護功労
遠藤 隆　氏

（76歳）白山
　多年にわたり鶴岡市消防協会の会長など要職を歴任し、会務の発展を通じて本市の消
防力強化、防火思想の発展に貢献されました。

市政功労表彰・市制施行15周年特別表彰・感謝状贈呈を 10月１日（市制施行記念日）に行います②

山形県沖地震からの復興支援活動への感謝状贈呈
山形県沖地震からの復興支援活動にご尽力いただいた団体は以下の 4 団体です。

◆あつみ観光協会
　観光誘客を促進する事業に取り組み、あつみ温
泉への旅行者の回復に貢献されました。

◆温海温泉源泉有限会社
　破損した配湯施設の早期復旧に尽力し、旅館業
の営業再開に貢献されました。

◆一般社団法人山形県建設業協会鶴岡支部
　雨漏り等の２次被害を最小限に抑えるため、損
壊した瓦屋根をブルーシートで覆うなどの応急措
置を実施し、市民生活の早期復旧に貢献されまし
た。

◆山形県瓦工事業組合
　被災者と地元事業者との瓦屋根修理の調整、マ
ッチング等により迅速な修繕を実施し、市民生活
の早期復旧に貢献されました。
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コロナに関する差別・偏見をなくしていくために

メッセージリレー №３
■問本所地域包括ケア推進室☎内線707

　今回は鶴岡市立荘内看護専門学校の学生からメッセージをお寄せいた
だきました。

新型コロナに関連した医療従事者への差別的な発言をＳＮＳで目に
し、心を痛めました。それでも患者様のために全力を注ぐ病院スタッ
フの姿に、私たちはさらに憧れや尊敬の思いを強くしました。　
　差別の背景には知識不足や恐怖心があります。戦う相手は人ではな
く、ウイルスであることを忘れずに、看護師の卵として頑張っていき
ます。

鶴岡市立荘内看護専門学校
学生自治会
小林�夕莉��さん　����鶴巻�奈那美��さん

荘内病院からのお知らせ
■問荘内病院総務課☎26‐5111内線6327

　令和２年７月、国立がん研究センター東病院と
当院は、地域医療の充実とがん医療の高度化を図
るため、医療連携に関する協定を締結しました。
がん相談外来（※）の開設や遠隔診療の実証研究、
人事交流などを行っていきます。がん相談外来は、
11月に開設の予定です。ご希望の方は主治医に

ご相談ください。再診料のみで受診可能です。
※がん相談外来（院内セカンドオピニオン外来）
　当院に通院しているがん患者とその家族が、治
療方針等に関して国立がん研究センター東病院の
専門医と直接相談できる外来
■問同院地域医療連携室☎26‐5111内線6203

国立がん研究センター東病院と医療連携に関する協定を締結しました

　当院では、新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、以下の対応を行っています。

〈来院される方へのお願い〉
① マスクの着用をお願いします。
② 平日午前７時30分から午後５時まで、正面口

で手指の消毒と問診、検温にご協力ください（休
日及び平日上記時間外は東口をご利用くださ
い）。

③ 院内では、できる限りほかの方との間隔を１ｍ
以上保っていただくようお願いします。

〈面会禁止について〉
　院内感染を防ぐため、現在面会禁止としており
ます。特別な事情で面会を希望される場合は、各
入院棟までお問い合わせください。
　また、入院患者へメッセージや写真を送ること

ができる「お見舞いメール」を行って
います。右の２次元バーコードからお
送りください。

〈里帰り出産について〉
　一部地域からの里帰り出産について、制限を
しております。里帰り出産を検討されている方
は、帰省される前に、同院産科婦人科外来☎26
‐5111内線2292にご相談ください。

新型コロナウイルス感染症への対応

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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８
月
の
本
欄
に
荘
内
病
院
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
プ
ラ
タ
ナ
ス
に
つ
い
て
書
い
た
と
こ

ろ
、
本
欄
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
と

い
う
市
民
の
方
か
ら
ご
連
絡
を
い
た
だ
い
た
。

８
月
号
本
欄
中
、「
鶴
岡
養
護
学
校
」
は
「
当

時
の
県
立
鶴
岡
盲
学
校
」
で
し
た
。
訂
正
し
、

お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。
当
時
鶴
岡
市
で
開

業
医
を
さ
れ
て
い
た
故
小
花
盛
雄
先
生
か
ら

県
立
鶴
岡
盲
学
校
に
プ
ラ
タ
ナ
ス
が
寄
贈
さ

れ
、
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
た
の
は
昭
和
41
年

の
こ
と
だ
っ
た
。
医
学
の
父
・
ヒ
ポ
ク
ラ
テ

ス
は
、
晩
年
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
木
陰
で
弟
子

た
ち
に
医
学
を
教
え
た
と
い
う
。
県
立
鶴
岡

盲
学
校
で
は
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
を
し
の
び
、
学

び
励
む
こ
と
を
誓
っ
て
「
知
恵
の
木
」
と
命

名
し
、
昭
和
59
年
に
は
、
小
花
先
生
の
奥
様
・

故
小
花
は
る
子
様
が
揮
ご
う
さ
れ
た
碑
が
建

て
ら
れ
た
と
伺
っ
た
。

　

こ
の
夏
の
海
水
浴
場
の
開
設
が
見
送
ら
れ

た
鼠
ヶ
関
。
８
月
30
日
、
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ね

ず
が
せ
き
を
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ビ
ー
チ
と
す
る
、

そ
の
し
ゅ
ん
工
式
典
が
行
わ
れ
た
。
ド
リ
ー

ム
や
ま
が
た
里
山
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
日
本
財

団
の
助
成
を
受
け
、
砂
浜
に
車
い
す
で
降
り

る
こ
と
が
で
き
る
ス
ロ
ー
プ
を
整
備
し
た
の

だ
。
ス
ロ
ー
プ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
使
用

済
み
自
動
車
の
廃
材
の
窓
ガ
ラ
ス
・
バ
ン
パ

ー
を
粉
砕
、
混
合
し
再
利
用
さ
れ
て
お
り
、

資
源
循
環
に
よ
る
環
境
に
も
優
し
い
取
り
組

み
だ
。
本
市
で
は
今
年
度
、「
鶴
岡
市
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す

る
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
。
障
が
い
の
あ
る

人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す
い
街
に
向

け
、
来
年
に
持
ち
越
さ
れ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ

健
康
・
福
祉

歯
周
疾
患
検
診
が
始
ま
り
ま
す

■日
10
月
１
日
○木
～
12
月
28
日
○月

■場
県
歯
科

医
師
会
に
所
属
す
る
実
施
医
療
機
関
（
要
予

約
）　

■対
今
年
度
中
に
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・

70
歳
に
な
る
方
（
40
歳
総
合
健
診
で
受
診
済

み
の
方
を
除
く
）　

■内
問
診
、
歯
周
組
織
検

査　

■費
１
、
５
０
０
円
（
70
歳
は
無
料
。
生

活
保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
免
除

制
度
あ
り︿
要
事
前
申
請
﹀）　

■持
受
診
券（
９

月
末
に
送
付
済
み
）　

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ

る
）
☎
内
線
３
６
７
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

民
福
祉
課
へ

が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う　
　
　

10
月
は「
が
ん
検
診
推
進
強
化
月
間
」

が
ん
の
早
期
発
見
に
は
、
症
状
が
な
く
て

も
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
今
年
度
が
ん
検
診
未
申
込
み
の
方

で
受
診
希
望
の
方
は
、
健
康
課
☎
内
線
３
６

７
へ
。民

生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱

の
お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
13
民
生
区
（
湯
野
浜
地
区
）
…
鈴
木
淑

子
（
湯
野
浜
４
町
内
）　

▽
温
海
地
区
（
温

海
地
域
）
…
佐
藤
新
喜
（
鼠
ヶ
関
︿
興
屋
﹀）

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
２
７
２

GIGAスクール構想の実現に向け整備を進めています
■問学校教育課（櫛引庁舎）☎57‐4864

【GIGA（ギガ）スクール構想とは】
教育の現場でＩＣＴ（情報通信技術）を基盤とし

た先端技術等の効果的な活用が可能となる環境を整
備する、文部科学省が発表したプログラムです。
　ハード面の整備とソフト面の支援を進め、一人ひ
とりの学習状況に応じた教育を実現させることを目
指しています。

【整備の内容】
▷ 義務教育を受ける児童生徒１人１台の学習用情報

端末を用意
▷校内通信ネットワーク環境を全ての学校で整備

【GIGAスクール構想が目指す授業イメージ】
　すぐにでも、どの教科でも、誰でも活用し、学び
を深める教育
▷検索サイトを活用した調べ学習
▷文章作成ソフト、プレゼンテーションソフトの利用
▷一斉学習の場面での活用（データの送受信等）
▷一人ひとりの学習状況に応じた個別学習

【GIGAスクール構想を受けた本市の整備】
　国の補助を受け、市内全ての小・中学校で以下の
整備を行います。
予算額：７億3,957万円（６月補正予算）
■学習用情報端末
・ 児童生徒全員と担任の教員に整備（合計約9,400

台）
※ 学校の授業に加え、段階的に家庭での学習などに

活用することを想定。
■通信ネットワーク
・ 普通教室、特別教室及び体育館等、授業を行う場

所をカバーできる校内ＬＡＮの整備
・ 高速大容量通信に耐え得るインターネット回線の

整備

【本市の整備スケジュール】
学習用情報端末及びネットワークの整備は、来

年３月までに全ての学校で完了。環境が整った学
校から順次試験運用を始め、来年４月から本格的
な使用を開始します。
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
に
本
市
を
訪

れ
る
方
々
に
も
活
用
さ
れ
る
設
備
に
な
る
こ

と
だ
ろ
う
。
昨
年
の
山
形
県
沖
地
震
、
今
年

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
更
に
は

７
月
豪
雨
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
地

域
に
元
気
を
与
え
て
く
れ
る
す
ば
ら
し
い
贈

り
物
を
い
た
だ
い
た
。

　

日
本
遺
産
で
あ
る
出
羽
三
山
に
浮
上
し
た

風
力
発
電
計
画
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
中
で
、

ま
た
、
地
域
資
源
の
活
用
と
い
う
観
点
か
ら

も
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
重
要
だ
。
し
か

し
、
こ
れ
ほ
ど
の
反
対
運
動
が
起
き
た
こ
と

は
な
か
っ
た
と
聞
い
た
。
逆
に
言
え
ば
、
そ

れ
だ
け
こ
の
立
地
、
地
元
と
の
合
意
形
成
に

問
題
が
あ
る
こ
と
の
裏
返
し
な
の
だ
。
８
月

21
日
の
市
長
定
例
記
者
会
見
で
「
重
大
な
懸

念
」
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
後
「
事

業
を
取
り
下
げ
て
ほ
し
い
」
と
申
し
上
げ
て

き
た
。
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
手
続
き
の
中

で
の
正
式
な
意
見
書
の
前
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。
９
月
９
日
、

事
業
者
が
計
画
の
白
紙
撤
回
を
公
表
し
た
。

出
羽
三
山
を
守
り
た
い
、
み
ん
な
の
思
い
が

届
い
た
の
だ
と
思
っ
た
。

　

対
話
の
市
政
を
掲
げ
、
３
年
間
、
直
面
す

る
課
題
に
向
き
合
っ
て
き
た
。
ど
れ
位
の
強

さ
で
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
言
葉
を
発
す
る

の
か
、
平
時
の
対
話
、
危
機
時
の
対
話
、
そ

の
大
切
さ
、
奥
深
さ
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

て
い
る
。

　

読
者
か
ら
プ
ラ
タ
ナ
ス
が
植
え
ら
れ
た
当

時
の
状
況
、
そ
の
後
の
物
語
な
ど
、
興
味
深

い
内
容
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
本
欄
も
対
話

の
一
環
な
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
る
。
知
恵
は

市
民
の
中
に
あ
る
、
そ
の
思
い
も
強
く
し
て

い
る
。
現
在
も
鶴
岡
高
等
養
護
学
校
の
校
門

の
近
く
に
立
つ
「
知
恵
の
木
」
に
込
め
ら
れ

た
願
い
を
、
思
い
を
大
切
に
、
私
も
歩
ん
で

い
き
た
い
。

生後２か月で接種するワクチンが増えます

ロタウイルスワクチンの定期予防接種が始まります
■問健康課☎内線372または各地域庁舎市民福祉課へ

■対象　
　令和２年８月１日以降に生まれた子供
■接種方法

※ ０歳児は月齢が進むと腸重積症にかかりやすくなります。できるだけ腸重積症の起こりにくい時期の接種
が望ましいため、１回目の接種を生後14週６日（約３か月と10日）までに受けることを推奨します。

■費用　
　市内の実施医療機関での接種は無料
■その他　
　 令和２年８月１日以降に生まれた子供が９月30日以前に接種した場合や、令和２年７月31日以前に生

まれた子供が接種する場合は、任意接種となるため費用は自己負担となります

ワクチン名 ロタリックス（１価） ロタテック（５価）

接種期間 生後６週０日後～生後24週０日後 生後６週０日後～生後32週０日後

接種回数 ２回（27日以上の間隔を空けて） ３回（27日以上の間隔を空けて）

　ロタウイルス胃腸炎の予防として、令和２年10月１日から、ロタウイルスワクチンの定期予防接種が
始まります。対象のお子さんには、生後２か月になる前に、４か月児健診のご案内と一緒に予診票を送付
します。実施医療機関に事前に予約の上、接種してください。

高齢者インフルエンザ予防接種費用助成のお知らせ
■問健康課☎内線373または各地域庁舎市民福祉課へ

■期間　10月１日○木 ～来年１月31日○日
■場所　 本市と高齢者インフルエンザ予防接種の契約を

している医療機関
■対象　 65歳以上の方または60歳～64歳で心臓・腎臓・

呼吸器等の内部障害があり身体障害者１級に該
当する方（医療機関で本人確認をします）

■助成額　   1,500円（接種費用は医療機関で異なります）

■その他　
　生活保護世帯の方は自己負担金が無料に、
市民税非課税世帯の方（課税者の扶養にな
っている方を除く）は助成額が2,000円に
なります（要事前申請〈■日９月30日○水 か
ら　■持印鑑〉）。申請は本人・家族のほか、
本人が委任した方の代理申請も可能です
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③Recycle

・
リ
サ
イ
ク
ル
︵
資
源
と
し
て

再
び
利
用
す
る
︶　

ご
み
を
正
し
く
分
別
し
、

資
源
物
は
資
源
回
収
運
動
に
出
す
。
再
生
品

や
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
買
う
。

▼
リ
デ
ュ
ー
ス
が
一
番
効
果
あ
り

　

ご
み
減
量
に
最
も
有
効
な
の
は
リ
デ
ュ
ー

ス
で
す
。
ご
み
に
し
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。

▼
ご
み
袋
に
入
れ
る
前
に
確
認
し
よ
う

▽
桃
・
黄
・
緑
袋
に
入
れ
る
「
資
源
ご
み
」

は
汚
れ
を
取
っ
て
再
生
推
進　

▽「
び
ん
」

は
緑
袋
に
入
れ
て
資
源
化
促
進　

▽「
雑
が

み
」
は
資
源
回
収
に
出
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

▽「
生
ご
み
」
は
水
切
り
し
て
減
量
を

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

10
月
は
不
法
投
棄
及
び
海
岸

漂
着
ご
み
削
減
強
化
月
間

不
法
投
棄
防
止
及
び
漂
着
ご
み
の
削
減
を

図
る
た
め
、
監
視
活
動
や
啓
発
活
動
を
集
中

的
に
実
施
し
ま
す
。
豊
か
な
自
然
を
守
る
た

め
、
環
境
保
全
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■問
廃
棄
物
対
策
課
☎
内
線
６
７
７

庄
内
柿
が
旬
を
迎
え
ま
す　
　
　

10
月
26
日
は
「
柿
の
日
」

　

明
治
28
年
10
月
26
日
に
俳
人
・
正
岡
子
規

が
「
柿
く
へ
ば
鐘
が
鳴
る
な
り
法
隆
寺
」
と

い
う
句
を
詠
ん
だ
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
同

日
が
柿
の
日
に
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
特
産
品
で
あ
る
庄
内
柿
も
10
月
中
旬

～
下
旬
に
収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
地

元
の
旬
の
味
覚
、
甘
み
た
っ
ぷ
り
の
庄
内
柿

を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■問
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
７
９

時

■問
本
所
納
税
課
☎
内
線
２
１
８　

■他
市

HP

子
育
て
・
教
育

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の
児
童

を
養
育
し
て
い
る
方
に
年
３
回
（
６
月
・
10

月
・
２
月
）
支
給
さ
れ
ま
す
。
10
月
に
支
給

さ
れ
る
児
童
手
当
は
、
６
月
～
９
月
分
で
、

10
月
15
日
○木
が
支
給
日
で
す
。

■問
本
所
子
育
て
推
進
課
☎
内
線
１
５
０
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

生
活
・
そ
の
他

３
Ｒ
は
循
環
型
社
会
実
現
へ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間

▼
ご
み
を
減
ら
し
︑
限
り
あ
る
資
源
を
有
効

に
繰
り
返
し
使
う
循
環
型
社
会
の
実
現
を
目

指
し
︑
３
Ｒ
︵
ス
リ
ー
ア
ー
ル
︶
を
推
進
し

ま
し
ょ
う

①Reduce

・
リ
デ
ュ
ー
ス
︵
ご
み
の
発
生
・

資
源
の
消
費
を
元
か
ら
減
ら
す
︶　

マ
イ
バ

ッ
グ
を
持
参
し
レ
ジ
袋
や
包
装
箱
を
求
め
な

い
。
長
く
使
え
る
製
品
を
買
い
大
切
に
使
う
。

食
べ
物
の
買
い
過
ぎ
や
作
り
過
ぎ
を
し
な
い

で
、
食
べ
残
し
（
食
品
ロ
ス
）
を
な
く
す
。

②Reuse

・
リ
ユ
ー
ス
︵
繰
り
返
し
使
う
︶

リ
ユ
ー
ス
（
リ
サ
イ
ク
ル
）
シ
ョ
ッ
プ
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
利
用
す
る
。

年
金
・
税

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金

■対
老
齢
・
障
害
・
遺
族
の
各
基
礎
年
金
を
受

給
し
て
い
る
方
で
、
所
得
が
一
定
以
下
の
方

■
届
出　

既
に
給
付
金
を
受
給
し
て
い
て
、

引
き
続
き
要
件
を
満
た
す
方
は
、
手
続
き
が

原
則
不
要
で
す
。
給
付
金
未
受
給
者
で
支
給

対
象
に
な
り
得
る
方
に
は
、
10
月
中
旬
頃
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
は
が
き
が
届
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
新
規
で
年
金
を
受
給
さ
れ
る
方
は
、

給
付
金
も
併
せ
て
請
求
が
必
要
で
す　

■
支

給　

金
額
は
、
保
険
料
納
付
期
間
や
所
得
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
年
金
と
同
じ
日
・
同

じ
口
座
に
、
年
金
と
は
別
途
に
振
り
込
ま
れ

ま
す
（
要
件
に
該
当
し
て
い
れ
ば
、
継
続
的

に
支
給
さ
れ
ま
す
）。
原
則
、
請
求
し
た
月

の
翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、

対
象
と
な
る
方
は
速
や
か
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い　

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
︲
５
０

４
０
、
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
３
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ

市
税
等
の
滞
納
処
分
で
差
し
押
さ
え
た
不
動
産

公
売
の
お
知
ら
せ

　

期
間
中
に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
の
入
札
が

可
能
な
期
間
入
札
の
形
式
で
行
い
ま
す
。
入

札
物
件
に
よ
っ
て
は
農
業
委
員
会
発
行
の
買

受
適
格
証
明
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■日
11
月
16
日
○月
午
前
９
時
～
25
日
○水
午
後
3

完
全
予
約
制
で
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

耳
・
手
足
の
不
自
由
な
方
の
た
め
の
巡
回
相
談

■日
10
月
７
日
○水
午
後
１
時
～
３
時　

■場
総
合

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対
18

歳
以
上
の
方
で
、
新
た
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
た
い
方
（
聴
覚
の
み
）、
交

付
を
受
け
て
い
る
方
で
程
度
変
更
し
た
い
方
、

補
装
具
の
交
付
を
希
望
す
る
方
等
（
現
在
治

療
中
の
方
を
除
く
）　

■
相
談
科
目　

聴
覚
、

肢
体
（
各
８
人
）　

■持
印
鑑
、
保
険
証
、
身

体
障
害
者
手
帳
（
交
付
済
み
の
方
）　

■申
10

月
２
日
○金
～
６
日
○火
に
本

所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
７
、

FAX
25
︲
９
５
０
０
ヘ

寝
た
き
り
高
齢
者
等
に
紙
お
む

つ
等
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
全
て
に

該
当
す
る
方　

①
65
歳
以
上
、
ま
た
は
40
歳

～
64
歳
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る　

②

在
宅
等
で
介
護
を
受
け
、
常
時
失
禁
状
態
の

寝
た
き
り
等
で
あ
る　

③
本
人
の
市
民
税
が

非
課
税　

■
助
成
対
象
用
品　

紙
お
む
つ
、

尿
取
り
パ
ッ
ド
、
使
い
捨
て
手
袋
、
お
尻
拭

き　

■
助
成
方
法　

市
の
登
録
事
業
所
が
対

象
用
品
を
配
達

■
助
成
限
度
額　

▽
介
護

保
険
料
第
１
段
階
…
月
額
７
、
０
０
０
円　

▽
同
２
・
３
段
階
…
月
額
５
、
０
０
０
円　

▽
同
４
・
５
段
階
…
月
額
２
、
０
０
０
円

（
40
歳
～
64
歳
の
方
は
本
人
及
び
世
帯
の
課

税
状
況
に
応
じ
て
決
定
）　

■申
各
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
、
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線

１
９
３
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ
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10
月
11
日
～
20
日
は
全
国
地
域
安
全
運
動 

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

　

地
域
ぐ
る
み
で
犯
罪
を
防
止
し
、
安
全
で

住
み
よ
い
街
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

▽
万
引
き
は
「
窃
盗
」
と
い
う
犯
罪
で
す
。

大
人
も
子
供
も
、
万
引
き
は
絶
対
し
な
い
、

さ
せ
な
い
、
見
逃
さ
な
い　

▽
鍵
掛
け
は
全

て
の
防
犯
の
基
本
で
す
。
家
族
み
ん
な
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う　

▽
自
転
車
盗
難
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。
必
ず
施
錠
。
防
犯
登
録
も
忘
れ

ず
に
、
自
転
車
保
険
加
入
も
義
務
で
す

▼
子
供
を
守
ろ
う
「
い
か
の
お
す
し
」

▽
知
ら
な
い
人
に
つ
い
て〝
い
か
〟な
い　

▽

知
ら
な
い
人
の
車
に〝
の
〟ら
な
い　

▽「
助

け
て
」
と〝
お
〟お
き
な
声
を
出
す　

▽
安
全

な
場
所
に〝
す
〟ぐ
逃
げ
る　

▽
近
く
の
人
、

警
察
、
家
の
人
、
学
校
に〝
し
〟ら
せ
る

■問
本
所
防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
８

令
和
２
年
大
雨
被
害
に
よ
る

市
税
等
の
減
免
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
７
月
の
大
雨
に
よ
り
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
は
、
申
請
に
よ
り
国
民
健
康
保

険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
国
民
年

金
保
険
料
、
介
護
保
険
料
が
減
免
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
次
の
担
当
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
税
…
本
所
課
税
課
☎
内
線

２
０
５　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
本
所

国
保
年
金
課
☎
内
線
１
２
７　

国
民
年
金
保

険
料
…
本
所
国
保
年
金
課
☎
内
線
１
１
４

介
護
保
険
料
…
本
所
長
寿
介
護
課
☎
内
線
１

８
７

ア
ナ
ウ
ン
ス
の
放
送
、
市
全
域
で
携
帯
電
話

に
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
送
信
さ
れ
ま
す
が
、

災
害
と
間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
こ
の
伝
達
訓
練
に
合
わ
せ
て
海
岸

部
の
各
地
区
で
避
難
訓
練
を
行
う
予
定
で
す

の
で
、
海
岸
部
に
お
住
ま
い
の
方
は
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

■日
10
月
４
日
○日
午
前
８
時　

■
対
象
地
域

市
内
海
岸
部
の
地
区　

■問
本
所
防
災
安
全
課

☎
内
線
６
６
２

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

地
震
・
津
波
な
ど
の
災
害
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
緊
急
情
報
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
っ
て
、
瞬
時

に
国
か
ら
市
町
村
に
伝
え
ら
れ
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
試

験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
災
害
と
間
違

え
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

■日
10
月
７
日
○水
午
前
11
時
頃　

■
放
送
内
容

チ
ャ
イ
ム
音
→
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」
３
回
→
「
こ
ち
ら
は
、
防
災

つ
る
お
か
で
す
」
→
チ
ャ
イ
ム
音　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
内
線
６
３
９

鶴
岡
市
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

し
ま
す

■日
10
月
11
日
○日
午
前
8
時
30
分
～
11
時
30
分　

■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■問
本
所

防
災
安
全
課
☎
内
線
１
８
６　

■他
見
学
希
望

の
方
は
10
月
７
日
○水
ま
で
同
課
へ
申
込
み

漬
け
や
乾
燥
さ
せ
れ
ば
毒
が
消
え
る
」
な
ど

の
言
い
伝
え
は
信
じ
な
い　

▽
キ
ノ
コ
を
食

べ
て
体
調
が
悪
く
な
っ
た
ら
、
食
べ
残
し
な

ど
を
持
っ
て
、
速
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診

す
る

■問
健
康
課
☎
内
線
３
６
１

10
月
15
日
～
21
日
は
違
反
建
築
防
止
週
間 

建
築
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

▽
違
反
建
築
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い　

▽
着

工
前
に
建
築
確
認
申
請
書
、
完
了
し
た
ら
工

事
完
了
検
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
崖
地
や
災
害
危
険
区
域
内
で
は
、
住
宅
等

の
建
築
が
制
限
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
事
前
に
よ
く
調
べ
ま
し
ょ
う　

▽
カ
ー

ポ
ー
ト
で
も
10
㎡
を
超
え
る
場
合
は
、
確
認

申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
８
４
ま
た
は
各
地

域
庁
舎
産
業
建
設
課
へ

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
く     

全
国
一
斉
パ
ト
ロ
ー
ル

　

市
で
は
10
月
を
建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
強

化
月
間
と
し
て
、
同
法
に
基
づ
く
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
ま
す
。
建
築
物
等
を
解
体
す
る

と
き
は
届
出
を
し
、
分
別
解
体
及
び
再
資
源

化
を
適
正
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
建
築
課
☎
内
線
４
５
７

津
波
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

し
ま
す

　

地
震
に
よ
っ
て
津
波
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
、
津
波
情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
当
日
は
、
津
波
警
報
の
サ
イ
レ
ン
や

10
月
は
土
地
月
間
～
国
土
利
用
計
画

法
に
基
づ
く
届
出
を
忘
れ
ず
に
～

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
等
を
行
う
場

合
、
契
約
後
２
週
間
以
内
に
届
出
が
必
要
で

す
。
届
出
対
象
面
積
は
、
市
街
化
区
域
で
２
、

０
０
０
㎡
以
上
、
そ
の
他
の
都
市
計
画
区
域

で
５
、
０
０
０
㎡
以
上
、
都
市
計
画
区
域
外

で
１
万
㎡
以
上
で
す
。
な
お
、
相
続
や
贈
与
、

農
地
法
３
条
１
項
に
関
す
る
取
引
等
に
つ
い

て
は
届
出
不
要
で
す
。

　

土
地
は
、
国
民
生
活
や
企
業
の
活
動
等
に

不
可
欠
な
基
盤
で
あ
り
、
貴
重
な
資
源
で
す
。

土
地
の
適
正
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

■問
本
所
政
策
企
画
課
☎
内
線
５
２
４
ま
た
は

各
地
域
庁
舎
総
務
企
画
課
へ　

■他
市
HP

ツ
キ
ヨ
タ
ケ
や
テ
ン
グ
タ
ケ
な
ど 

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

　

毎
年
、
毒
キ
ノ
コ
が
原
因
の
食
中
毒
が
多

発
し
ま
す
。
中
毒
の
主
な
症
状
は
、
お
う
吐

・
下
痢
・
腹
痛
な
ど
の
消
化
器
系
の
障
害
や
、

瞳
孔
の
収
縮
・
発
汗
・
手
足
の
し
び
れ
・
意

識
の
混
濁
な
ど
の
神
経
系
の
障
害
な
ど
の
ほ

か
、
脱
水
症
状
、
け
い
れ
ん
、
呼
吸
困
難
等

で
、
亡
く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
次
の
こ

と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▽
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
と
確
実
に
判
断
で
き

な
い
場
合
は
、
採
ら
な
い
、
食
べ
な
い　

▽

安
易
に
譲
り
渡
し
た
り
譲
り
受
け
た
り
し
な

い　

▽
食
べ
ら
れ
る
キ
ノ
コ
と
こ
れ
に
似
た

毒
キ
ノ
コ
が
混
じ
っ
て
生
え
て
い
る
こ
と
が

あ
る
の
で
注
意
す
る　

▽
「
縦
に
裂
け
る
・

虫
が
食
べ
た
跡
が
あ
る
と
食
べ
ら
れ
る
、
塩

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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来年度の認定こども園・幼稚園・保育園等入園児募集について
■問各園、本所子育て推進課☎内線149または各地域庁舎市民福祉課へ

園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号
♦いなば（藤島）　 満３歳 7：30～19：00 10人 ☎64‐2310
♥にしごう（下川） 満２歳 7：30～19：00 20人 ☎64‐0245
◎かたばみ（家中新町） ３か月 7：30～19：00 100人 ☎22‐0686
◎東部（日出一丁目） ３か月 7：15～19：00 120人 ☎22‐2142
◎西部（新海町） ３か月 7：30～19：00 100人 ☎23‐5646
◎南部（陽光町） ３か月 7：30～19：00 140人 ☎22‐0527
◎松原（宝町） ３か月 7：15～19：00 110人 ☎29‐1501
◎荘内教会（本町三丁目） ２か月 7：30～19：00 70人 ☎25‐7070
◎常念寺[本園・分園]（睦町） ２か月 7：00～19：00 150人 ☎24‐9055
◎道形（道形町） ２か月 7：20～19：00 80人 ☎22‐5841
◎新形（新形町） ２か月 7：30～19：00 90人 ☎23‐2568
◎美咲の森（美咲町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎24‐5555
◎由良（由良一丁目） ３か月 7：15～19：00 45人 ☎73‐2276
◎大山（大山二丁目） ２か月 7：30～19：00 150人 ☎33‐2033
◎大山分園（大山二丁目） ５歳児 7：30～19：00 40人 ☎33‐3250
◎栄（播磨） ５か月 7：30～18：00 50人 ☎29‐2102
◎大泉（白山） ６か月 7：15～18：45 90人 ☎23‐7332
◎湯田川（藤沢） ２か月 7：30～18：30 60人 ☎35‐2017
◎民田（民田） ５か月 7：30～18：00 40人 ☎24‐4517
◎小堅（堅苔沢） ６か月 7：30～18：30 20人 ☎73‐2330
◎上郷（みずほ） ２か月 7：15～18：15 60人 ☎35‐3392
◎田川（田川） ６か月 7：30～18：00 30人 ☎35‐2715
◎黄金（青龍寺） ６か月 7：30～18：00 70人 ☎24‐4645
◎ひばり（下川） ５か月 7：30～19：00 70人 ☎75‐3033
◎ほなみ（高田） ３か月 7：15～18：45 90人 ☎28‐2152
◎藤島こりす（藤の花一丁目） ３歳児 7：30～19：00 170人 ☎78‐2588
◎藤島くりくり（藤島） ６か月 7：30～19：00 90人 ☎64‐2167
◎大東（羽黒町手向） ６か月 7：30～18：30 45人 ☎62‐2156
◎貴船（羽黒町後田） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2155
◎いずみ（羽黒町市野山） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎62‐2153
◎くしびき（上山添） ２か月 7：15～19：00 60人 ☎57‐5081
◎くしびき東部（黒川） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐4153
◎くしびき西部（上山添） ３歳児 7：15～19：00 80人 ☎57‐2848
◎くしびき南部（東荒屋） ６か月 8：00～18：00 50人 ☎57‐2845
◎朝日（下名川） ６か月 7：30～19：00 120人 ☎53‐2969
◎あつみ（温海） ２か月 7：30～18：30 60人 ☎43‐3901
◎鼠ヶ関（鼠ヶ関） ２か月 7：30～18：30 40人 ☎44‐2133
◎山戸（山五十川） ２か月 7：45～17：30 20人 ☎45‐2718
★ニチイキッズつるおか駅前（大宝寺町） ２か月 7：00～19：00 19人 ☎26‐2131
★ニチイキッズつるおか天神（大東町） ２か月 7：00～19：00 19人 ☎26‐7270
★ベビー＆キッズルームばあば・ぱぱ（千石町） ３か月 7：30～18：30 9人 ☎77‐4113
★鈴の音（苗津町） ３か月 7：30～18：30 12人 ☎33‐8455

　予定の児童も受け付けます）
▷申請書の配布…10月1日○木 から各園
　（表２）、本所子育て推進課及び各地
　域庁舎市民福祉課で配布します
▷�申請書の受付…10月１日○木 ～11月２

日○月 に上記配布場所で受け付けます
（できるだけ第１希望の園へお申し
込みください）

▷�提出書類…認定申請書（入園申込書
を兼ねる）、就労証明書、保育料納
付誓約書、口座振替依頼書等

▷�入園の決定…来年１月下旬に郵送で
通知予定です
※�年度途中の入園希望も､ 受付期間内
にお申し込みください｡ 期間外の申
込みには対応できない場合がありま
す｡

※�新規受入可能人数以上の申込みがあ　
った場合は、面接等で調整します。　
対象者には郵送で通知します。

※各園の受入年齢は就学前までですが
　下記の園は受入年齢が異なります。
　〈鶴岡地域〉
　・大山保育園…４歳児まで
　・常念寺保育園分園…１歳児まで
　・地域型保育の４施設…２歳児まで
　〈藤島地域〉
　・藤島くりくり保育園…２歳児まで
　〈櫛引地域〉
　・くしびき保育園…２歳児まで
■１号・２号・３号認定共通
▷�保育料は保護者の今年度の市民税額

に応じて決まります。ただし、１号
認定利用者と、３歳児～５歳児クラ
スの２号認定利用者の保育料は無償
となります

▷定員は、現行の認可定員であり、新
　規受入人数ではありません。各園及
　び年齢によって新規受入人数は異な
　り、若干名となる園もあります。ま
　た、受入年齢や保育時間も変更され
　る場合があります
▷入園手続き等の詳細は、申請書と同
　時に配布する「入園のてびき」を参
　考にしてください

♠＝認定こども園（幼保連携型） 　♦＝認定こども園（幼稚園型）
♥＝認定こども園（保育所型）  　♣＝幼稚園  　◎＝保育所  　★＝地域型保育
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

来年度の認定こども園・幼稚園・保育園等入園児募集について

表１【１号認定の方が利用できる施設】  
園　名 最小受入年齢 保育時間※ 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） 満３歳 8：30～14：00 56人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） 満３歳 8：00～14：00 15人 ☎33‐8772
♠美咲（美咲町） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎28‐3331
♠ちわら菜の花（茅原） 満３歳 9：00～13：00 15人 ☎26‐7311
♠大宝（大宝寺町） 満３歳 8：30～14：00 60人 ☎22‐1883
♠ちとせはぐくみ（稲生一丁目） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎22‐0742
♠三瀬（三瀬） 満３歳 9：30～15：00 10人 ☎73‐3500

〈♠予定〉若葉（若葉町） 満３歳 8：30～14：00 15人 ☎22‐2237
〈♠予定〉マリア（馬場町） 満３歳 8：30～14：00 78人 ☎22‐5831
♦鶴岡（泉町） 満３歳 8：30～14：00 133人 ☎22‐0658
♦和光（我老林） 満３歳 8：00～14：00 35人 ☎22‐8835
♦いなば（藤島） 満３歳 8：10～14：00 15人 ☎64‐2310
♥にしごう（下川） 満３歳 9：00～14：00 15人 ☎64‐0245
♣みどり（大塚町） 満３歳 8：00～14：00 210人 ☎23‐2350

表２【２号・３号認定の方が利用できる施設】 
園　名 最小受入年（月）齢 最長保育時間 定員 電話番号

♠城南（のぞみ町） ３か月 7：30～19：00 84人 ☎24‐7164
♠りっしょう（西新斎町） ２か月 7：00～19：00 75人 ☎33‐8772
♠美咲（美咲町） ２か月 7：00～19：00 90人 ☎28‐3331
♠ちわら菜の花（茅原） ２か月 7：20～19：00 60人 ☎26‐7311
♠大宝（大宝寺町） ６か月 7：30～18：30 75人 ☎22‐1883
♠ちとせはぐくみ（稲生一丁目） ５か月 7：30～19：00 60人 ☎22‐0742
♠三瀬（三瀬） ２か月 7：00～19：00 60人 ☎73‐3500

〈♠予定〉若葉（若葉町） ６か月 7：30～18：30 30人 ☎22‐2237
〈♠予定〉マリア（馬場町） ８か月 7：30～19：00 72人 ☎22‐5831
♦鶴岡（泉町） 満３歳 7：15～19：00 77人 ☎22‐0658
♦和光（我老林） 満３歳 7：30～18：30 10人 ☎22‐8835

※預かり保育も行っています。詳しくは各園にお問い合わせください。

■施設利用のための教育・保育給付認定
 「子ども・子育て支援新制度」では、
施設等（認定こども園、幼稚園、保育
所、地域型保育）を利用する場合、教
育・保育給付認定を受ける必要があり
ます。認定には、子供の年齢や利用希
望等によって、３つの区分（１号認定

〈満３歳以上・教育標準時間認定〉、２
号認定〈満３歳以上・保育認定〉、３
号認定〈満３歳未満・保育認定〉）が
あり、区分に応じて利用できる施設が
決まります。
■１号認定での利用の場合
▷�対象…本市に住民登録があり、教育

利用を希望する児童（本市へ転入予　
定の児童も受け付けます）

▷�提出書類…認定申請書（入園申込書
を兼ねる）   　

▷�手続きの流れ…①10月1日○木 から各
園（表１）に直接利用希望の申込み
を行い、入園の内定を受けます（市
への認定申請は、各園を通じて行
われます）  ②来年 1 月下旬に、市
から認定書が交付されます（各園
から入園に関する案内があります）

■２号・３号認定での利用の場合
▷対象…本市に住民登録があり、両親
　が仕事や病気等のため､ 保育を必要
　とする児童（出生予定、本市へ転入

　～教育・保育給付認定の流れ～
子供が満３歳以上 子供が満３歳未満

▼ ▼ ▼
幼稚園・認定こども園の
教育利用を希望する

保育園・認定こども園の
保育利用を希望する

保育園・認定こども園・地域型保育の
保育利用を希望する

▼
▼
▼
▼
▼

▼ ▼

両親が仕事や病気等で
保育を必要とする

両親が仕事や病気等で
保育を必要とする

▼ ▼

直接、施設に利用申込みをする。
施設を通じて、

市に認定申請を行う。

市に認定申請及び
入園申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

市に認定申請及び
入園申込みをする。

申請者の希望、保育園等の状況
などで、市が利用調整を行う。

▼ ▼ ▼
１号認定利用 ２号認定利用 ３号認定利用
表１の施設 表２の施設 表２の施設
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ま でち き ご との
つほ ト ピ ツ ク スと

市内外 環境保全型農業の取り組みを巡るバスツアー「エコエリア農楽隊」

＜白山地内ほか＞

有機栽培など環境に配慮した、持続可能な農業
に力を入れている生産者のほ場等を視察。参加
者は、市内と三川町の４か所を訪れ、生産者か

８.30
ら取り組みの説明を受けながら、環境保全型農
業について理解を深めました。昼食は、有機栽
培の食材を使った料理に舌鼓を打ちました。

７月28日の大雨被害を受けた月山ワイン貯蔵
庫。約１万本ある廃棄ワインの一部を飲用以外
に活用し、知名度向上や観光振興につなげる取

り組みを行いました。チットモッシェと湯野浜
温泉で、足湯にワインを注ぎ入れ、色は鮮やか
な紫に染まり周囲は芳純な香りに包まれました。

月山ワインを活用した「ワイン足湯」

＜あつみ温泉チットモッシェ、湯野浜温泉足湯＞

８.13
～31

市内
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11.27

藤島 アソベンチャークラブ

「色はどうしよう。」「スタンプを押そう
かな。」子供たちが粘土を使い、思い思
いの陶芸作品を作り上げていました。

８.22

＜東栄地区地域活動センター＞

櫛引 櫛引地域秋季防災訓練

地震と火災発生を想定した防災訓練を実
施。各種訓練を通じて、災害時の対応や
連携体制を確認し防災意識を高めました。

９. ６

＜写真：西片屋地区＞

朝日 朝日いきいき大学

コロナ禍で４か月遅れての開講。開講式
後に、畑作等５つの専門科目に分かれて、
久しぶりに会う友人と楽しく学びました。

９.10

＜朝日中央コミュニティセンター＞

幼児期からの読書力向上等を目的とした
人形劇を開催。幼児たちは人形の動きや
演出に、夢中で公演を楽しみました。

９. ７

＜櫛引生涯学習センター＞

櫛引 親子人形劇「クスクス」公演

羽黒 無添加ハーブ石けん手作り体験

市販品との色や香りの違いを楽しみなが
ら、純石けんパウダーと乾燥ハーブを使
ったオリジナルの石けんを作りました。

８.22

＜創造の森交流館＞

８.29
残暑の中、途中の本明寺では、本明海上
人が鎮座する即身仏堂を参拝するなど、
街道の歴史に触れることができました。

朝日 てくてく健康里山あるき「古の六十里越街道を行く」

＜東岩本地内ほか＞
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（
五
十
嵐
）
☎
23
‐
３
８
０
３

関
川
し
な
織
と
地
域
産
物
販
売
会

■日
10
月
24
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
４
時
、
25

日
○日
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場
関
川
し
な

織
セ
ン
タ
ー
周
辺　

■内
し
な
織
製
品
の
展
示

・
販
売
、
し
な
織
体
験
、
地
元
産
農
産
物
な

ど
の
販
売
等　

■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
47
‐
２
５

０
２出

羽
街
道
路
乃
茶
屋「
キ
ラ
リ
」

紅
葉
ま
つ
り

■日
10
月
24
日
○土
・
25
日
○日
午
前

10
時
～
午
後
４
時　

■場
・
■問
同

茶
屋
☎
47
‐
２
５
８
８

鶴
岡
市
芸
術
文
化
協
会
加
盟
団

体
の
公
演
・
展
示

▼
鶴
岡
市
合
同
短
歌
会
主
催
市
民
短
歌
色
紙

・
短
冊
展

■日
10
月
24
日
○土
～
11
月
１
日
○日

午
前
10
時
～
午
後
５
時
（
１
日
は
午
後
４
時

ま
で
）　

■場
ト
ヨ
タ
カ
ロ
ー
ラ
山
形
㈱
ふ
れ

あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
鶴
岡

▼
鶴
岡
市
民
芸
術
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
～
伝

統
を
引
き
継
ぎ
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
創
る
～

■日
10
月
25
日
○日
午
前
９
時
30
分　

■場
荘
銀
タ

ク
ト
鶴
岡　

■他
入
場
に
は
10
月
５
日
○月
か
ら

同
館
及
び
同
協
会
事
務
局
で
配
布
の
整
理
券

が
必
要
。
HP

▼
鶴
岡
放
送
児
童
合
唱
団
定
期
演
奏
会

■日

11
月
8
日
○日
午
後
２
時　

■場
荘
銀
タ
ク
ト
鶴

岡　

■他
入
場
に
は
事
前
配
布
の
整
理
券
が
必

要
（
■問
伴
☎
22
‐
６
３
９
９
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

入
会
説
明
会

▼
昼
の
部

■日
10
月
15
日
○木
・
30
日
○金
、
11

月
13
日
○金
・
30
日
○月
、
12
月
25
日
○金
、
来
年

１
月
15
日
○金
・
28
日
○木
、
２
月
15
日
○月
・
26

日
○金
、
３
月
30
日
○火
午
前
10
時

▼
夜
の
部

■日
12
月
15
日
○火
、
来
年
３
月
12

日
○金
午
後
６
時
30
分

▼
女
性
限
定

■日
来
年
３
月
４
日
○木
午
後
１

時
30
分

▼
共
通

■持
筆
記
用
具　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ

ー
☎
24
‐
４
４
３
６

全
国
一
斉
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
の
日

目
を
閉
じ
て
感
じ
る
森
と
お
い
し
い
な
め
こ
収
穫

■日
10
月
18
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
１
時
30
分

（
タ
キ
タ
ロ
ウ
館
集
合
）　

■場
大
鳥
地
内　

■定

先
着
20
人　

■内
ナ
メ
コ
の
収
穫
体
験
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム　

■費
２
、
0
０
０
円
（
昼
食

代
、
ナ
メ
コ
代
）　

■申
10
月
10
日
○土
ま
で
山

形
庄
内
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
の
会
事
務
局

（
佐
藤
）
☎
０
２
３
４
‐
24
‐
１
３
８
９
へ

読
書
で
元
気
な
ま
ち
を
つ
く
ろ
う
・
市
民
の
集
い

佐
々
木
亜
希
子
講
演
会

■日
10
月
18
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■内
講
演「
読
書
で
育
つ
想
像
の
世
界

～
私
、
活
弁
士
に
な
っ
た
～
」、﹃
不
如
帰
﹄

上
映
・
活
弁
の
実
演　

■費
大
人
…
１
、
０
０

０
円　

中
学
生
、
高
校
生
…
５
０
０
円　

■

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー

庄
内
教
室
、
市
内
書
店
、
ま
ち
づ
く
り
ス
タ

ジ
オ
鶴
岡
Ｄ
ａ
ｄ
ａ
、
事
務
局

■問
事
務
局

さ
あ
咲
き
誇
れ
！

「
つ
る
お
か
ひ
ょ
う
げ
ん
の
花
２
０
２
０
」展

■日
10
月
２
日
○金
～
11
日
○日
午
前
９
時
30
分
～

午
後
４
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

■内
市
内
の
障
害
が
あ
る
人
の
作
品
展
示
等

■問
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６

ス
テ
ラ
の
会
星
を
見
る
会

火
星
の
接
近
木
星
と
土
星

■日
10
月
8
日
○木
午
後
７

時　

■場
中
央
公
民
館　

■内
解
説
、
観
望

■費
１

０
０
円
（
幼
児
無
料
、

資
料
は
別
途
１
０
０

円
）　

■持
懐
中
電
灯　

■問
松
永
☎
０
９
０
‐

７
５
６
１
‐
８
１
０
７　

■他
中
学
生
以
下
保

護
者
同
伴

市
民
参
加
で
行
う
活
用
か
ら

の
森
の
保
全
事
業

▼
森
の
活
用
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■日
10
月
11

日
○日
午
後
１
時
30
分　

■内
里
山
の
活
用
と
保

全
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

■申
10
月

９
日
○金
ま
で

▼
森
の
里
親
ポ
ッ
ト
作
り
体
験　

■日
10
月
25

日
○日
午
後
１
時
30
分　

■内
広
葉
樹
の
種
を
森

か
ら
持
ち
帰
り
ポ
ッ
ト
に
植
え
、
３
年
後
に

森
に
植
樹　

■申
10
月
23
日
○金
ま
で

▼
共
通

■場
楯
山
荘

■定
各
日
先
着
25
人

■申
自
然
体
験
温
海
コ
ー
デ
ィ
ネ
ッ
ト
☎
０
５

０
‐
５
８
４
８
‐
７
９
４
６　

■他
各
日
午
前

10
時
か
ら
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
実
施
予
定

（
希
望
者
の
み
）

催
し

企
画
展
示
「
庄
内　

は
た
ら

く
船
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」

■日
10
月
25
日
○日
ま
で
の
午
前
10
時
～
午
後
５

時　

■場
・
■問
酒
田
海
洋
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３

４
‐
26
‐
５
６
４
２

常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
鶴
岡
市
所
蔵
作
品
展
第
３
期

秋
冬
セ
レ
ク
シ
ョ
ン

■日
10
月
１
日
○木
～
12
月
27
日
○日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
30
分　

■内
秋
や
冬
に
ち
な
ん
だ
９

作
品
に
加
え
、
特
別
展
示
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
カ

ト
ラ
ン
﹃
花
﹄
を
紹
介

■場
・
■問
鶴
岡
ア
ー

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
☎
29
‐
０
２
６
０

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

市役所電話番号
　本　　所☎25‐2111　藤島庁舎☎64‐2111
　羽黒庁舎☎62‐2111　櫛引庁舎☎57‐2111
　朝日庁舎☎53‐2111　温海庁舎☎43‐2111 つるおか

情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

■掲載を希望する方は…本所総務課☎内線316へ
掲載依頼締切日は発行月の前々月25日です。掲載対
象は発行月の４日以降の催し等です。市内で開催され
対象となる市民が多いものを基本的に優先。編集の都
合上、掲載できない場合もあります。掲載することが不
適当と市が認めるものは掲載できません。

つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板
つるおか
情報掲示板

注）掲載情報の詳細は、問合せ・申込み先に問い合わせ
るか、ホームページ等で確認してください。費がないも
のは原則無料。 申があるものは事前の申込みが必要
です。
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笹
巻
付
き
新
そ
ば
特
別
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

（
１
、
２
０
０
円
、
各
日
限
定
２
０
０
食
）、

特
産
品
販
売
、
抽
せ
ん
会　

■申
10
月
２
日
○金

か
ら
あ
つ
み
観
光
協
会
☎
43
‐
３
５
４
７
へ

▼
庄
内
あ
さ
ひ
新
そ
ば
ま
つ
り
２
０
２
０　

■日
10
月
31
日
○土
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時　

■内
ざ
る
そ
ば
（
大
盛
）・
天
ざ
る
・
天
か
け

の
提
供
（
各
１
、
０
０
０
円
、
限
定
２
４
０

食
）、
特
産
品
販
売　

■場
・
■申
10
月
５
日
○月

～
28
日
○水
に
そ
ば
処
大
梵
字
☎
53
‐
３
４
１

３
へ　

■問
朝
日
庁
舎
産
業
建
設
課
☎
53
‐
２

１
１
７　

■他
時
間
ご
と
に
入
場
人
数
を
制
限

▼「
田
川
森
の
ふ
る
さ
と
村
」
新
そ
ば
ま
つ

り

■日
11
月
３
日
○火
午
前
10
時
～
午
後
２
時

■場
田
川
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■内
新
そ

ば
提
供
（
５
０
０
円
）、
特
産
品
販
売　

■問

☎
53
‐
３
４
１
１
へ

つ
る
お
か
新
そ
ば
ま
つ
り

▼
ふ
る
さ
と
む
ら
宝

谷
新
そ
ば
ま
つ
り　

■日
10
月
25
日
○日
午
前

11
時
～
午
後
３
時

■内
新
そ
ば
提
供
（
５

０
０
円
）、
特
産
品

販
売　

■場
・
■問
ふ
る

さ
と
む
ら
宝
谷
☎
57

‐
４
４
１
５

▼
越
沢
新
そ
ば
ま
つ
り　

■日
10
月
31
日
○土
・

11
月
１
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
３
時　

■場
ま

や
の
や
か
た

■内
キ
ノ
コ
汁
・
カ
ブ
漬
け
・

▼
Ｋ
×
Ｉ
×
Ｙ
三
人
展

■日
11
月
14
日
○土
午

後
１
時
～
５
時
、
15
日
○日
午
前
10
時
～
午
後

５
時　

■場
鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

▼
宝
生
流
・
観
世
流
合
同
謡
曲
大
会

■日
11

月
15
日
○日
午
前
10
時　

■場
東
田
川
文
化
記
念

館▼
共
通

■問
同
協
会
事
務
局
☎
57
‐
２
０
０

８
六
十
里
越
街
道
ミ
ニ
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
と
き
の
こ
ピ
ザ
作
り

■日
10
月
25
日
○日
午
前
９
時
～
午
後
２
時
（
月

山
あ
さ
ひ
博
物
村
集
合
）　

■場
田
ノ
頭
林
道

↓
十
王
峠　

■定
先
着
11
人　

■費
大
人
…
２
、

０
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
１
、
０
０
０
円

■申
10
月
18
日
○日
ま
で
あ
さ
ひ
む
ら
観
光
協
会

Ｊ
Ａ
鶴
岡
田
川
支
店
☎
35
‐
２
０
１
１

小
・
中
学
生
「
宇
宙
の
日
」

絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品
展

■日
10
月
30
日
○金
～
11
月
１

日
○日
午
前
９
時
～
午
後
４

時　

■場
・
■問
中
央
公
民
館

☎
25
‐
１
０
５
０

難
病
・
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
と
と
も
に

歌
と
講
話「
い
の
ち
あ
る
か
ぎ
り
」

■日
10
月
31
日
○土
午
後
２
時

■場
中
央
公
民
館

■師
木
田
俊
之
氏
（
歌
手
）
■申
10
月
12
日
○月

ま
で
本
所
福
祉
課
☎
内
線
１
３
６
へ　

■他
入

場
に
は
事
前
配
布
の
整
理
券
が
必
要

や
ま
が
た
百
名
山

藤
倉
山
閉
山
祭
登
山

■日
11
月
１
日
○日
午

前
８
時
30
分
～
午

後
４
時
（
水
無
神

社
︿
三
瀬
地
区
﹀

集
合
）　

■費
１
、

０
０
０
円
（
小
学

生
以
下
無
料
）　

■持
昼
食
等　

■問
藤

倉
山
ブ
ナ
林
保
存

会
（
菊
地
）
☎
０
９
０
‐
５
３
０
４
‐
０
４

０
２　

■他
集
合
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合
は

午
前
８
時
10
分
に
三
瀬
駅
集
合
。
HP

中
央
公
民
館

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
一
般
公
開

■日
11
月
１
日
○日
・
７
日
○土
午
前
10
時
・
11
時

藤沢周平記念館 朗読会

■日時　11月７日○土午後１時30分
■会場 荘内神社参集殿
■対象 県内在住の方先着100人
■朗読　劇団麦の会OB・OG
■作品　 「小さな橋で」『橋ものがたり』（新潮文庫）

所収
■申込方法

▽電話
　　 同館に参加希望者全員の住所・氏名・電話番号
をお知らせください。

▽来館
　　同館の受付で、所定の用紙にご記入ください。
■申込期間 10月５日○月～20日○火
　※10月末頃に入場券を発送します。

藤沢作品を読む
朗読劇「小さな橋で」

朗読会

■申藤沢周平記念館☎29‐1880

開館10周年特別企画展
〈『橋ものがたり』の世界〉関連イベント

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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同
伴
。
市
HP

ひ
き
こ
も
り
の
方
の
家
族
研

修
会

■日
11
月
１
日
○日
午
後
１
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
ひ
き
こ
も
り
の
方
の
家
族　

■内
講

演
「
長
期
化
す
る
ひ
き
こ
も
り
の
理
解
と
対

応
～
親
は
子
ど
も
と
ど
う
向
き
合
う
か
～
」

伊
藤
正
俊
氏（
か
ら
・
こ
ろ
セ
ン
タ
ー
代
表

理
事
）、
体
験
発
表
（
ひ
き
こ
も
り
家
族
会
）、

座
談
会　

■申
10
月
23
日
○金
ま
で
健
康
課
（
に

こ
♥

ふ
る
）
☎
内
線
３
６
４
へ

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

■日
11
月
３
日
○火
午
後
１
時　

■場
藤
島
体
育
館

■対
小
・
中
学
生　

■申
10
月
28
日
○水
ま
で
鶴
岡

山
岳
会
（
田
辺
）
☎
０
９
０
‐
２
３
６
７
‐

０
０
８
８
へ

鶴
岡
市
民
健
康
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

参
加
者
募
集

▼
ソ
フ
ト
キ
ッ
ク
エ
ク
サ
サ
イ
ズ　

■日
月
曜

日
午
後
７
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ　

■日
火
曜
日
午
後
１

時
30
分　

■場
小
真
木
原
公
園

▼
ニ
コ
ニ
コ
健
康
ス
ポ
ー
ツ　

■日
金
曜
日
午

前
10
時　

■場
小
真
木
原
総
合
体
育
館

▼
共
通

■費
年
会

費
１
万
５
、
０
０

０
円
（
月
払
い
２
、

０
０
０
円
、
別
途

登
録
年
会
費
２
、

０
０
０
円
）　

■申

で　

②
11
月
１
日
○日
～
13
日
○金
）

が
ん
患
者
と
家
族
の
交
流
会

ほ
っ
と
広
場

■日
10
月
17
日
○土
午
後
１
時
30
分　

■場
荘
内
病

院

■対
が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
先
着
20
人　

■内「
が
ん
に
関
わ
る
薬
に
つ
い
て
」
五
十
嵐

康
郎
（
薬
剤
師
）　

■申
同
院
内
緩
和
ケ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
鶴
岡
・
三
川
☎
26
‐
５
１

８
０オ

ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
膀
胱

保
有
者
）
の
集
い
交
流
・
相
談
会

■日
10
月
21
日
○水
午
後
1
時
30
分
～
４
時　

■場

に
こ
♥

ふ
る　

■対
オ
ス
ト
メ
イ
ト
及
び
関
心

の
あ
る
方

■内
漏
れ
や
入
浴
時
の
対
応
、
ふ

だ
ん
の
工
夫
な
ど
の
情
報
交
換
等　

■問
庄
内

オ
ス
ト
メ
イ
ト
家
族
会
事
務
局
（
阿
達
）
☎

０
９
０
‐
７
９
３
４
‐
６
５
１
２

て
く
て
く
健
康
「
里
山
あ
る
き
」

南
庄
内
の
水
が
め
紅
葉
の
あ
さ
ひ
月
山
湖
へ

■日
10
月
24
日
○土

午
前
８
時
30
分

（
市
役
所
本
所

集
合
。
全
員
バ

ス
利
用
）　

■場

田
麦
俣
↓
一
枚

畑
林
道
↓
弘
法

物
見
橋
↓
月
山

ダ
ム
管
理
所
（
７
㎞
）　

■定
50
人　

■費
１
、

０
０
０
円
（
中
学
生
以
下
７
０
０
円
）　

■申

10
月
12
日
○月
～
19
日
○月
に
ス
ポ
ー
ツ
課
☎

25
‐
８
１
３
１
へ　

■他
小
学
生
以
下
保
護
者

■場
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■内
認
知
症

に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、

専
門
職
と
の
交
流
や

相
談
、
介
護
者
交
流　

■費
１
０
０
円

■申
各
日
2
日
前
ま
で
本
所
長

寿
介
護
課
☎
内
線
５
３
３
へ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
資
格
講
習
会

▼
小
真
木
原
総
合
体
育
館
（
☎
25
︲
８
１
３

１
）
■日
10
月
12
日
○月
、
11
月
９
日
○月
午
後

７
時
、
21
日
○土
午
前
10
時
30
分

▼
藤
島
体
育
館
（
☎
64
︲
２
１
４
３
）
■日

10
月
、
11
月
の
毎
週
２
回
午
後
２
時
・
７
時　

▼
羽
黒
体
育
館
（
☎
62
︲
４
７
８
９
）
■日

10
月
８
日
○木
、
11
月
12
日
○木
午
後
７
時

▼
櫛
引
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
☎
57
︲
４

３
１
１
）
■日
10
月
20
日
○火
午
後
２
時
30
分
、

11
月
17
日
○火
午
後
７
時

▼
共
通

■対
中

学
生
以
上　

■費
３
１
０
円　

■他
要
予
約
。
利

用
資
格
証
は
４

施
設
共
通

家
族
介
護
者
交
流
の
つ
ど
い

■日
①
10
月
16
日
○金
午
前
10
時
30
分　

②
11
月

20
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■場
エ
ス
モ
ー
ル

■内
家
族
介
護
者
同
士
の
交
流　

■申
ぼ
ら
ん
た

す
☎
33
‐
８
７
３
０
へ
（
①
10
月
９
日
○金
ま

30
分
、
午
後
１
時
30
分
・
３
時

■内
﹃
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム　

は
な
か
っ
ぱ　

花
さ
け
！
パ

ッ
カ
～
ん　

宇
宙
旅
行
﹄　

■対
庄
内
地
域
在

住
の
方
各
回
先
着
30
人　

■費
３
歳
以
上
…
１

０
０
円　

高
校
生
以
上
…
２
０
０
円　

■場
・

■申
10
月
15
日
○木
か
ら
中
央
公
民
館
☎
25
‐
１

０
５
０
へ

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ

あ
さ
ひ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
参
加
者
募
集

■日
10
月
５
日
・
19

日
・
26
日
、
11
月

２
日
・
16
日
・
30

日
の
月
曜
日
午
後

７
時
30
分　

■師
鶴

岡
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会

■費
１
、
２
０
０
円
（
月
払
い
）、
５

０
０
円
（
一
回
払
い
）　

■場
・
■申
朝
日
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
同
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
☎

53
‐
３
３
０
２

フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ　
　

利
用
資
格
講
習
会

■日
10
月
7
日
○水
・
23
日
○金
、
11
月
４
日
○水
・

20
日
○金
、
12
月
２
日
○水
午
後
７
時　

■対
高
校

生
以
上　

■費
３
１
０
円　

■場
・
■申
藤
島
体
育

館
☎
64
‐
２
１
４
３

認
知
症
の
学
び
や
交
流
・
相
談

ほ
っ
こ
り
か
ふ
ぇ

■日
10
月
８
日
○木
、
11
月
６
日
○金
午
前
10
時

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ
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日
午
前
10
時
～
正
午

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対

市
内
在
住
の
授
乳
期
の
母
親　

■持
母
子
健
康

手
帳
、
赤
ち
ゃ
ん
と
の
外
出
に
必
要
な
も
の

（
バ
ス
タ
オ
ル
、
お
む
つ
等
）
等　

■申
健
康

課
☎
内
線
３
７
４

ま
ん
ま
ル
ー
ム
10
月
の
講
座

■日
10
月
13
日
○火
午
前
10
時
30
分　

■対
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
15
組　

■内「
親
子
で
や
ろ
う

！
乳
幼
児
か
ら
の
虫
歯
予
防
」
和
田
瑞
可
氏

（
鶴
岡
市
歯
科
医
師
会
）　

■場
・
■申
10
月
１
日

○木
か
ら
同
ル
ー
ム
☎
24
‐
５
６
３
５
へ

庄
内
中
高
一
貫
校
（
仮
称
）
教
育
基

本
計
画
に
係
る
保
護
者
等
説
明
会

■日
10
月
13
日
○火
午
後
６
時
30
分　

■場
中
央
公

民
館　

■内
同
計
画
に
つ
い
て
の
概
要
説
明
、

質
疑
応
答　

■問
山
形
県
高
校
教
育
課
高
校
改

革
推
進
室
☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
４
９
３　

■他
10
月
16
日
○金
に
酒
田
市
で
も
開
催
。
HP

南
部
児
童
館
み
な
っ
く
る

▼
み
な
っ
く
る
で
あ
そ
ぼ
う
！

■日
10
月
16

日
○金
午
前
10
時　

■場
同
館

■対
乳
幼
児
と
そ

の
保
護
者
先
着
10
組　

■内
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

絵
の
具
遊
び

▼
つ
る
お
か
食
文
化
体
験
「
叶
野
農
場
で
美

味
し
い
野
菜
を
収
穫
し
よ
う
」
■日
10
月
31

日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
（
同
館
集

合
）　

■場
月
山
高
原
、
松
ケ
岡
周
辺　

■対
小

学
生
先
着
10
人

■内
野
菜
収
穫
体
験
、
ト
ラ

ク
タ
ー
試
乗　

■師
叶
野
幸
喜
氏
（
同
農
場
場

主
）
■費
３
０
０
円　

■持
昼
食

▼
共
通

■申
10
月
１
日
○木
か
ら
同
館
☎
64
‐

１
９
０
０
へ

大
山
児
童
館

ポ
ン
ポ
ン
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作
り

■日
10
月
17
日
○土
午
前
９
時
・
10
時　

■定
各
回

10
人　

■場
・
■申
10
月
９
日
○金
ま
で
同
館
☎
38

‐
０
２
６
０
へ

子
ど
も
科
学
教
室

「
科
学
の
世
界
を
楽
し
も
う
！
」

■日
10
月
24
日
○土
午
前
９
時
30
分　

■場
湯
田
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー　

■対
小
学
生
先
着

20
人　

■申
10
月
８
日
○木
ま
で
学
校
教
育
課

（
櫛
引
庁
舎
）
☎
57
‐
４
８
６
４
へ　

■他
１

年
～
３
年
生
保
護
者
同
伴

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム

10
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
キ
ッ
ズ

■日
10
月
24
日
○土
午
前
10
時
・
10
時
40
分
・
11

時
20
分　

■対
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
の
子
供

と
そ
の
保
護
者
各
回
15
人　

■内
ス
タ
ン
プ
で

バ
ッ
グ
づ
く
り　

■費
１
０
０
円　

■場
・
■申
10

月
13
日
○火
～
23
日
○金
に
同
館
☎
29
‐
０
２
６

０
へ中

央
児
童
館
ひ
ろ
っ
ぴ
あ

▼
親
子
で
ロ
ボ
ッ
ト
体
験︻
入
門
編
︼　

■日
11

月
8
日
○日
午
後
２
時
30
分

■対
小
学
生
と
そ

の
保
護
者
先
着
８
組　

■内
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

で
ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す　

■申
10
月
15
日
○木
～

11
月
７
日
○土

護
師
﹀）　

■時
午
前
９
時
30
分　

■対
子
供
が
好

き
な
方
、
地
域
の
子
育
て
を
応
援
し
た
い
方

各
日
10
人　

■申
各
日
7
日
前
ま
で

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
の
お
部
屋

■日
①
10
月
15
日

○木
午
前
９
時
45
分
・
11
時　

②
11
月
12
日
○木

午
前
10
時

■対
未
就
園
児
（
①
令
和
２
年
４

月
～
６
月
生
ま
れ　

②
２
年
５
月
～
７
月
生

ま
れ
）
と
そ
の
保
護
者
、
初
め
て
出
産
を
迎

え
る
妊
婦
各
回
25
組　

■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ
（
■師
上
野
和
佳
氏
）　

②
触
れ
合
い
遊

び　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
10
月
12
日
○月
ま

で　

②
10
月
26
日
○月
～
11
月
９
日
○月

▼
あ
か
ち
ゃ
ん
広
場

■日
①
10
月
21
日
○水
午

前
９
時
45
分
・
11
時　

②
11
月
18
日
○水
午
前

10
時　

③
24
日
○火
午
前
10
時　

■対
未
就
園

児
（
①
令
和
元
年
10
月
～
２
年
３
月
生
ま
れ　

②
③
元
年
11
月
～
２
年
４
月
生
ま
れ
）
と
そ

の
保
護
者
各
回
25
組　

■内
①
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ

ー
ジ
、
赤
ち
ゃ
ん
と
マ
マ
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

体
操
（
■師
五
十
嵐
き
み
子
氏
）　

②
③
歯
の

お
話
、
お
家
で
で
き
る
コ
ロ
ナ
予
防
（
■師
和

田
端
可
氏
︿
歯
科
医
師
﹀）　

■持
バ
ス
タ
オ
ル　

■申
①
10
月
５
日
○月
～
16
日
○金

②
③
11
月
2

日
○月
～
17
日
○火

▼
共
通　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
同
セ
ン
タ
ー

（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
４
１

助
産
師
が
授
乳
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す

母
乳
・
ミ
ル
ク
相
談

■日
10
月
７
日
・
14

日
・
21
日
・
28
日
、

11
月
４
日
・
11
日

・
18
日
・
25
日
、

12
月
２
日
の
水
曜

同
ク
ラ
ブ
☎
25
‐
８
１
３
１

鶴
岡
水
泳
育
成
協
会

水
遊
び
＆
泳
ご
う
コ
ー
ス

▼
１
部

■時
午
前
９

時
45
分　

■対
年
長
児

・
小
学
生

▼
２
部　

■時
午
前
10

時
45
分　

■対
４
歳
児

～
小
学
生

▼
共
通

■日
指
定
の

土
曜
日

■場
市
民
プ
ー
ル　

■費
月
額
３
、
５

０
０
円　

■申
同
協
会
☎
22
‐
０
０
７
４　

■他

HP

子
育
て
・
子
供
向
け

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
ハ
ッ
ピ
ー
ホ
リ

デ
ー
（
自
由
来
館

型
遊
び
場
な
か
よ

し
広
場
休
日
午
前

開
放
）
■日
10
月

４
日
○日
、
11
月
７

日
○土
午
前
９
時
～

正
午

▼
子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー
基
礎
講
習　

■日
・
■内
10
月
14
日
○水
…
子

供
の
健
康
と
遊
び
（
■師
佐
藤
し
お
り
氏
︿
健

康
運
動
指
導
士
﹀）　

19
日
○月
…
子
供
の
栄
養

と
食
生
活
（
■師
市
栄
養
士
）
20
日
○火
…
小

児
看
護
の
基
礎
知
識（
■師
今
野
俊
思
代
氏︿
看

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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▼
ひ
ろ
っ
ぴ
あ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■日
11

月
15
日
○日

■時
①
午
前
10
時
～
11
時　

②
午

後
２
時
～
３
時
（
①
と
②
で
店
の
入
替
え
あ

り
）
■内
乳
幼
児
～
小
学
生
の
衣
類
・
玩
具

等
の
販
売　

■他
出
店
者
募
集
（
■定
各
回
先
着

７
人
︿
各
回
新
規
２
人
を
優
先
﹀
■費
１
０

０
円　

■申
10
月
12
日
○月
～
30
日
○金
）。
大
型

商
品
販
売
委
託
品
募
集
（
■費
売
り
上
げ
の
５

％　

■申
11
月
14
日
○土
ま
で
）

▼
共
通　

■場
・
■申
中
央
児
童
館
☎
24
‐
４
６

０
８離

乳
食
教
室

「
ベ
ビ
ー
キ
ッ
チ
ン
」

■日
11
月
13
日
○金
午
前
９
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■対
市
内
在
住
の
令
和
元
年
12
月
～
２

年
２
月
生
ま
れ
の
子
供
と
そ
の
保
護
者
先
着

15
組　

■内
離
乳
食
の
進
め
方
・
調
理
実
習
・

試
食
、
栄
養
士
の
個
別
相
談　

■費
１
組
５
０

０
円　

■持
大
人
…
母
子
健
康
手
帳
、
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク　

子
供
…
食
事
用
エ

プ
ロ
ン
、
手
拭
き
、
甘
く
な
い
飲
み
物
、
ス

プ
ー
ン
、
お
出
掛
け
に
必
要
な
物　

■申
11
月

６
日
○金
ま
で
健
康
課
☎
内
線
３
７
５
へ

施
設
の
催
し

自
然
学
習
交
流
館
ほ
と
り
あ

▼
企
画
展
示
「
お
か
え
り
！
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ

展
」　

■日
来
年
２
月
10
日
○水
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
都
沢
湿
地
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
～
ど
ろ
っ
ぱ
か
ら
の
手
紙
！
第
５
弾

■日＝日時・期日・期間 ■時＝時間 ■場＝場所・会場 ■定＝定員 ■対＝対象・資格　　　　　　　　 ■内＝内容 ■師＝講師・指導 ■費＝費用・料金 ■持＝持ち物 ■申＝申込み ■問＝問合せ ■他＝その他　HP＝ホームページ

～
」
■日
10
月
の
毎
週
土
曜
・
日
曜
日
、
祝

日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
コ
モ
で
リ
ー
ス
づ

く
り
」　

■日
10
月
17
日
○土
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分　

■定
各
回
10
人　

■内
湿
地
の

植
物
マ
コ
モ
で
リ
ー
ス
作
り　

■費
５
０
０
円　

■他
要
予
約

▼
自
然
観
察
会
「
カ
モ
の
ね
ぐ
ら
立
ち
観
察

会
」
■日
10
月
17
日
○土
・
24
日
○土
午
後
５

時

■定
20
人　

■師
太
田
威
氏（
自
然
写
真
家
）　

■費
３
０
０
円　

■申
各
日
2
日
前
ま
で

▼
里
地
里
山
学
講
座
「
都
沢
湿
地
の
外
来
生

物
生
息
状
況
と
活
用
事
業
」　

■日
10
月
24
日

○土
午
後
１
時
30
分　

■定
30
人　

■師
上
山
剛
司

（
同
館
学
芸
員
）　

■費
寄
附
制

■持
マ
イ
カ
ッ

プ　

■申
10
月
22
日
○木
ま
で

▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
紅
葉
の
高
館
山
を
見

な
が
ら
都
沢
湿
地
で
ボ
ー
ト
に
乗
ろ
う
」

■日
10
月
31
日
○土
、
11
月
１
日
○日
午
前
10
時
30

分
・
11
時
・
11
時
30
分
、
午
後
１
時
・
1
時

30
分
・
２
時

■費
１
回
５
０
０
円　

■他
要
予

約▼
自
然
観
察
会
「
紅
葉
の
高
館
山
散
策
」

■日
11
月
３
日
○火
午
前
９
時
～
午
後
２
時

■定

20
人　

■師
中
里
慶
三
氏
（
里
山
案
内
人
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）　

■費
３
０
０
円　

■持
昼

食
等　

■申
11
月
１
日
○日
ま
で

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
33
‐
８
６
９
３

致
道
博
物
館

▼
創
立
70
周
年
記
念
︻
庄
内
の
絵
画
・
書
蹟

・
歴
史
】「
筆
紙
の
!!
名
品
展
」
担
当
学
芸

員
に
よ
る
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

■日
10

月
４
日
○日
・
17
日
○土
・
25
日
○日
午
後
２
時

▼
土
曜
講
座「
藩
校
致
道
館
の
漢
詩
人
」　

■日

10
月
10
日
○土
午
後
２
時　

■師
山
田
陽
介
氏

（
元
鶴
岡
中
央
高
校
校
長
）

▼
共
通

■
入
館
料

大
人
…
８
０
０
円　

高
校
生
・
大
学
生
…
４
０
０
円　

小
・
中
学

生
…
３
０
０
円　

■場
・
■問
同
館
☎
22
‐
１
１

９
９老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
楽
焼
教
室

■日
10
月
６
日
・
７
日
、
11
月

10
日
・
11
日
の
火
曜
・
水
曜
日
午
前
９
時
30

分
～
午
後
２
時

▼
な
ご
み
（
お
茶
）
■日
10
月
６
日
・
13
日
・

20
日
・
27
日
、
11
月
10
日
・
17
日
・
24
日
の

火
曜
日
午
前
９
時
30
分

▼
健
康
相
談

■日
10
月
８
日
・
15
日
・
22
日

の
木
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▼
茶
の
湯

■日
10
月
９
日
・
16
日
、
11
月
６

日
・
13
日
・
20
日
の
金
曜
日
午
前
９
時
30
分

▼
共
通　

■場
・
■問
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
０
０

６
６創

造
の
森
交
流
館

▼
数
独
を
解
く
（
10
月
教
室
）
■日
10
月
９

日
～
30
日
の
毎
週
金
曜
日
午
前
９
時
30
分
～

正
午

▼
焚
き
火
台
を
作
っ
て
炎
を
楽
し
む

■日
10

月
10
日
○土
午
前
９
時
30
分

■定
先
着
10
人　

■内
折
り
畳
み
で
き
る
ミ
ニ
た
き
火
台
の
制
作
。

火
が
燃
え
る
原
理
等
の
学
習　

■費
９
０
０
円　

■持
昼
食
、
革
手
袋
等

▼
自
生
ア
ケ
ビ
蔓
で
花
器
作
り

■日
10
月
24

日
○土
午
前
９
時
30
分

■定
先
着
10
人　

■内
野

生
の
ア
ケ
ビ
の
つ
る
を
採
取
し
、
乱
れ
編
み

の
花
器
を
作
る　

■費
３
０
０
円　

■持
昼
食
、

作
業
手
袋
等

▼
共
通

■場
・
■申
同
館
☎
62
‐
２
６
５
５

月
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
紅
葉
の
弥
陀
ヶ
原
を
楽
し
も
う

■日
10
月

10
日
○土
午
前
８
時
～
午
後
１
時
（
同
セ
ン
タ

ー
集
合
）　

■定
先
着
15
人　

■内
月
山
８
合
目

弥
陀
ヶ
原
の
植
物
の
変
化
を
楽
し
む

■費
大

人
…
７
０
０
円　

中
学
生
以
下
…
無
料　

■持

昼
食
等　

■申
10
月
９
日
○金
ま
で

▼
秋
の
恵
み
を
五
感
で
楽
し
も
う

■日
10
月

24
日
○土
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
（
同
セ

ン
タ
ー
集
合
）
■定
先
着
25
人　

■内
秋
の
羽

黒
山
旧
参
道
を
散
策
後
、
秋
の
恵
み
を
五
感

で
楽
し
む　

■費
大
人
…
７
０
０
円　

中
学
生

以
下
…
５
０
０
円

■申
10
月
20
日
○火
ま
で

▼
晩
秋
の
庄
内
ア
ル
プ
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

■日
11
月
７
日
○土
午
前
９
時
～
午
後
３
時
（
由

良
海
岸
駐
車
場
集
合
）
■場
油
戸
↓
荒
倉
山

↓
由
良　

■定
先
着
15
人

■費
大
人
…
１
、
２

０
０
円

中
学
生
以
下
…
５
０
０
円　

■持
昼

食
等　

■申
10
月
28
日
○水
ま
で

都沢湿地再生の
キャラクター

「どろっぱ」
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（
山
大
農
学
部
准
教
授
）

▼
第
３
回　

農
作
物
被
害
対
策
・
イ
ノ
シ
シ

■日
11
月
11
日
○水
午
前
10
時
30
分　

■師
宇
野
壮

春
氏（
東
北
野
生
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
）

▼
第
４
回　

放
棄
果
樹
対
策
を
地
域
や
集
落

で
考
え
る

■日
12
月
８
日
○火
午
後
１
時
30
分　

■師
江
成
は
る
か
氏

▼
共
通

■場
農
業
経
営
者
育
成
学
校
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｄ
Ｓ　

■定
各
回
先
着
30
人

■申
10
月
５
日
○月

ま
で
本
所
農
政
課
☎
内
線
５
８
８
へ　

■他
市

HP
市
民
サ
ロ
ン
「
今
こ
そ
考
え
よ
う

︲
感
染
症
に
立
ち
向
か
う
た
め
に
︲
」

■日
10
月
８
日
○木
午
後
６
時　

■場
庄
内
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー　

■定
30
人　

■内「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
～
正

し
く
知
っ
て
正
し
く
怖
れ
る
た
め
に
～
」
三

井
直
弥
氏
（
三
井
病
院
副
院
長
）、「
古
典

文
学
と
疫
病
～
﹃
栄
花
物
語
﹄﹃
更
級
日
記
﹄

そ
し
て
、﹃
源
氏
物
語
﹄
～
」
森
木
三
穂
氏

（
鶴
岡
高
専
創
造
工
学
科
助
教
）　

■申
同
セ
ン

タ
ー
内
「
鶴
岡
高
専
技
術
振
興
会
」
☎
23
‐

２
２
０
０

文
学
散
歩　

海
坂
藩
の
面
影

を
訪
ね
る
（
全
２
回
）

■日
・
■内
・
■場
10
月
14
日
○水
午
後
２
時
…
座

学
（
中
央
公
民
館
）
10
月
24
日
○土
午
前
10

時
、
午
後
１
時
30
分
（
藤
沢
周
平
記
念
館
集

合
。
午
前
・
午
後
ど
ち
ら
か
に
参
加
）
…
全

行
程
徒
歩
で
の
現
地
研
修（
鶴
岡
公
園
周
辺
）

■対
市
内
在
住
の
方
先
着
30
人
（
24
日
は
各

回
15
人
ず
つ
）　

■師
鈴
木
晃
（
藤
沢
周
平
記

▼
共
通

■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
62
‐
４
３
２
１

■他
悪
天
候
の
場
合
、
中
止
の
可
能
性
あ
り

講
座
・
講
習
会

ふ
じ
し
ま
市
場
た
わ
ら
や

10
月
の
た
わ
ら
や
教
室

▼
プ
ロ
も
習
う
花
蔵
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
教
室
（
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
）　

■日
10
月
４
日
○日
午
後
１
時
30
分　

■費

２
、
５
０
０
円

▼
日
本
料
理
わ
た
な
べ　

美
味
し
い
日
本
料

理
教
室　

■日
10
月
10
日
○土
午
前
10
時　

■費
３
、

０
０
０
円

▼
庄
内
名
物
「
ご
ま
豆
腐
作
り
」
■日
10
月

24
日
○土
午
後
１
時
30
分

■費
１
、
２
０
０
円

▼
共
通　

■場
・
■申
10

月
１
日
○木
か
ら
同
市

場
☎
64
‐
３
０
９
３

へ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
一
般
公
開
講
座

鳥
獣
被
害
防
止
対
策

▼
プ
レ
講
座　

電
気
柵
の
仕
組
み（
座
学
）

と
設
置
実
習　

■日
10
月
8
日
○木
午
後
１
時

■対
電
気
柵
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
方

■師

江
成
は
る
か
氏
（
雪
国
野
生
動
物
研
究
会
）

▼
第
１
回　

野
生
動
物
と
無
理
な
く
付
き
合

う
視
点
と
技
術

■日
10
月
12
日
○月
午
前
10
時

30
分　

■師
江
成
広
斗
氏
（
山
大
農
学
部
准
教

授
）

▼
第
２
回　

ハ
ク
ビ
シ
ン
の
生
態

■日
11
月

６
日
○金
午
前
10
時
30
分　

■師
斎
藤
昌
幸
氏

習
経
験
が
あ
る
方
20
人　

■費
高
校
生
以
上
…

２
、
０
０
０
円　

小
・
中
学
生
…
１
、
５
０

０
円　

■場
・
■申
10
月
４
日
○日
～
20
日
○火
に
出

羽
庄
内
国
際
村
☎
25
‐
３
６
０
０
へ

介
護
有
資
格
者
就
業（
復
職
）支
援
講
座

は
じ
め
よ
う
介
護
の
お
仕
事

■日
10
月
26
日
○月
午
後
１
時　

■場
中
央
公
民
館　

■対
福
祉
・
介
護
の
現
場
へ
就
労
を
考
え
て
い

る
介
護
の
資
格
保
有
者
、
介
護
の
仕
事
に
興

味
の
あ
る
方

■内
講
義
「
だ
か
ら
一
生
の
仕

事　

介
護
職
の
今
と
未
来
」、
講
話
「
も
う

一
度
カ
ム
バ
ッ
ク
！
～
介
護
の
魅
力
に
つ
い

て
～
」、
フ
リ
ー
ト
ー
ク
「
復
職
の
不
安
を

解
消
し
よ
う
～
は
じ
め
の
一
歩
を
踏
み
出
す

た
め
に
～
」、
介
護
の
職
場
体
験
（
別
日
程
）　

■申
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐

６
３
３
‐
７
７
３
９

保
育
士
就
職
・
再
就
職
支
援
研
修
会

も
う
一
度
保
育
の
お
仕
事
へ

■日
10
月
30
日
○金
午
後
１

時　

■場
酒
田
勤
労
者
福

祉
セ
ン
タ
ー　

■対
保
育

士
と
し
て
再
就
職
を
考

え
て
い
る
方
、
保
育
の

仕
事
に
興
味
の
あ
る
方

■内
説
明
「
山
形
県

の
保
育
の
現
状
と
取
り
組
み
」、
講
演
「
こ

こ
10
年
の
保
育
の
移
り
変
わ
り
」、
事
例
報

告
「
再
び
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
出
会
お
う

～
今
の
保
育
と
仕
事
の
魅
力
～
」、
保
育
の

お
仕
事
相
談
カ
フ
ェ
、保
育
の
職
場
実
習（
別

日
程
）　

■申
山
形
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
☎

０
２
３
‐
６
３
３
‐
７
７
３
９

念
館
館
長
）、
同
館
学
芸
員　

■費
３
５
０
円　

■申
10
月
２
日
○金
～
12
日
○月
に
中
央
公
民
館
☎

25
‐
１
０
５
０
へ　

庄
内
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー　

職
業
能
力
開
発
講
座

▼
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
マ
ク
ロ
と
Ｖ
Ｂ
Ａ
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
（
全
12
回
）
■日
10
月
19
日
～
11
月

30
日
の
月
曜
・
木
曜
日
（
11
月
23
日
を
除
く
）

午
後
６
時
30
分

■定
10
人　

■費
１
万
７
、
８

０
０
円

▼
ロ
ジ
カ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

■日

10
月
21
日
○水
午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
現
場
改
善
リ
ー
ダ
ー
研
修

■日
10
月
27
日

○火
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

■定
20

人　

■費
８
、
５
０
０
円

▼
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御
基
礎
講
座
（
全
４
回
）

■日
11
月
４
日
～
11
月
25
日
の
水
曜
日
午
後
６

時
30
分

■定
８
人　

■費
７
、
０
０
０
円

▼
接
客
・
接
遇
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
研
修

■日
11
月
５
日
○木
午
前
９
時
～
午
後
４
時
50
分　

■定
20
人　

■費
６
、
０
０
０
円

▼
機
械
保
全
技
能
検
定
準
備
講
座（
全
３
回
）

■日
・
■内
学
科
編
…
11
月
13
日
○金
・
14
日
○土
午

前
９
時
30
分　

実
技
編
…
︻
２
級
︼
12
月
５

日
○土
午
前
９
時
30
分　
︻
１
級
︼
午
後
１
時

30
分　

■定
20
人　

■費
８
、
０
０
０
円

▼
共
通

■場
・
■申
同
セ
ン
タ
ー
☎
23
‐
２
２

０
０　

■他
HP

韓
国
語
特
別
講
座

東
大
門
へ
遊
び
に
行
こ
う
！

■日
10
月
24
日
○土
午
後
１
時　

■対
韓
国
語
の
学

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。



24

造
都
市
推
進
協
議
会
☎
25
‐
２
１
１
１
内
線

５
４
０　

■他
HP

ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
粉
末
の

食
活
用
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

庄
内
自
然
博
物
園
構
想
推
進
協
議
会
で
は
、

都
沢
湿
地
の
自
然
環
境
を
保
全
管
理
す
る
た

め
に
外
来
生
物
を
駆
除
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
で
、
粉
末
化
し
た
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ

「
ざ
り
っ
粉
（
仮
）」
を
食
材
と
し
て
活
用
し

て
い
た
だ
け
る
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

■対
庄
内
地
域
在
住
の
方
60
組　

■
募
集
期
間　

10
月
１
日
○木
～
19
日
○月　

■申
本
所
環
境
課
内

「
同
協
議
会
」
事
務
局
☎
内
線
７
２
０　

■他

募
集
後
に
説
明
会
を
開
催
。
ラ
ー
メ
ン
店
な

ど
飲
食
店
で
活
用
し
た
い
方
も
ご
相
談
く
だ

さ
い県

営
住
宅
10
月
募
集

■
募
集
住
宅　

美
原
２
号
（
Ａ
）、
茅
原
２

号
（
Ｂ
）・（
C
）、
城
南
１
号
（
Ａ
）、
城
南

２
号
（
A
）、
末
広
１
号
（
Ｂ
）
…
各
１
戸
、

東
部
１
号
、
東
部
２
号
、
茅
原
１
号
、
末
広

２
号
（
A
）・（
Ｂ
）、
末
広
２
号
（
C
）
…

各
２
戸　

■申
10
月
５
日
○月
～
９
日
○金
に
県
営

住
宅
指
定
管
理
者
西
王
不
動
産
☎
66
‐
３
２

１
０
へ　

■他
抽
せ
ん
会
は
10
月
15
日
○木
。
入

居
時
期
は
12
月
上
旬

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡 

貸
館
の
受
付

▼
来
年
２
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室

等
利
用　

■日
11
月
１
日
○日
か
ら　

了
後
に
防
火
管
理
届
出
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
危
険
物
取
扱
者
試
験

■日
11
月
21
日
○土　

■場
鶴
岡
工
業
高
校　

■内
甲

種
、
乙
種
（
全
類
）、
丙
種　

■申
電
子
…
10

月
２
日
○金
～
12
日
○月　

書
面
…
10
月
５
日
○月

～
15
日
○木　

■問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山

形
県
支
部
☎
０
２
３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
願
書
は
消
防
本
部
、
消
防
署
及
び
各
分
署

に
設
置
。
HP

消
防
設
備
士
試
験

■日
11
月
28
日
○土　

■場
山
形
流
通
団
地
会
館

（
山
形
市
）　

■申
電
子
…
10
月
16
日
○金
～
26
日

○月　

書
面
…
10
月
19
日
○月
～
29
日
○木　

■問
消

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
形
県
支
部
☎
０
２

３
‐
６
３
１
‐
０
７
６
１　

■他
願
書
は
消
防

本
部
、
消
防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置
。

HP

募
集

「
わ
た
し
の
イ
チ
オ
シ
！
つ
る
お
か
名

物
コ
ン
テ
ス
ト
」
市
民
審
査
員
募
集

　

市
民
の
代
表
と
し
て
審
査
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
（
申
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
せ
ん
）。

■
審
査
日　

10
月
25
日
○日　

■場
出
羽
庄
内
国

際
村　

■対
市
内
在
住
の
方
７
人　

■
募
集
期

間　

10
月
９
日
○金
ま
で　

■申
鶴
岡
食
文
化
創

救
命
講
習
Ⅰ
）　

■定

50
人　

■申
10
月
13
日

○火
～
11
月
４
日
○水
に

消
防
署
警
備
課
☎
22

‐
８
３
３
１
ま
た
は

消
防
各
分
署
へ　

■他

テ
キ
ス
ト
を
希
望
す

る
方
は
２
０
０
円

鶴
岡
ア
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
座

▼
庄
内
刺
し
子
を
楽
し
も
う
（
全
５
回
）

■日
11
月
13
日
・
20
日
・
27
日
、
12
月
11
日
、

25
日
の
金
曜
日
午
前
10
時　

■対
高
校
生
以
上

先
着
12
人　

■内
庄
内
刺
し
子
３
種
を
学
び
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
・
巾
着
袋
を
制
作　

■師

さ
と
う
恵
美
氏
（
庄
内
刺
し
子
の
店
主
宰
）　

■費
３
、
５
０
０
円　

■申
10
月
４
日
○日
～
11
月

３
日
○火

▼
美
術
講
座「
陶
器
で
つ
く
る
干
支
の
置
物
」

（
全
３
回
）　

■日
11
月
18
日
、
12
月
２
日
・
９

日
の
水
曜
日
午
後
７
時　

■定
先
着
12
人　

■内

来
年
の
干
支
の
置
物
を
陶
器
で
作
る　

■師
太

田
金
子
氏
（
陶
芸
家
）　

■費
２
、
５
０
０
円　

■申
10
月
４
日
○日
～
11
月
８
日
○日　

■他
小
学
３

年
生
以
下
保
護
者
同
伴

▼
共
通　

■場
・
■申
同
館
☎
29
‐
０
２
６
０

乙
種
防
火
管
理
講
習

■日
11
月
13
日
○金　

■場
消
防
本
部　

■申
10
月
２

日
○金
～
30
日
○金
に
消
防
本
部
予
防
課
☎
22
‐

８
３
３
２
へ　

■他
申
込
書
は
消
防
本
部
、
消

防
署
及
び
消
防
各
分
署
に
設
置
。
講
習
会
終

中
央
公
民
館 

女
性
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▼
男
性
料
理
教
室
第
２
弾
「
プ
ロ
に
学
ぶ
お

う
ち
で
ス
イ
ー
ツ
作
り
」　

■日
11
月
４
日
○水

午
後
７
時　

■対
男
性
先
着
12
人　

■師
金
野
文

隆
氏
（
ル
・
メ
ラ
ン
ジ
ュ
店
主
）　

■費
１
、

７
５
０
円

▼
か
が
や
き
女
性
塾
「
w
i
t
h(

ウ
ィ

ズ)

コ
ロ
ナ
の
日
常
を
幸
せ
に
生
き
る
ヒ
ン

ト
～
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
す
る
カ
ラ
ダ
作
り
」

（
全
３
回
）　

■日
・
■内
11
月
５
日
○木
…
「
口
腔

ケ
ア
を
見
直
し
健
や
か
な
身
体
へ
」
富
樫
正

樹
氏
・
田
中
愛
美
氏
（
鶴
岡
地
区
歯
科
医
師

会
）　

13
日
○金
…
「
マ
イ
ン
ド
フ
ル
ネ
ス
（
瞑

想
）
を
体
験
～
疲
れ
た
頭
と
身
体
を
解
放
」

上
野
昌
代
氏
（
ヨ
ガ
ス
タ
ジ
オ 

ブ
レ
ス
）　

27
日
○金
…
「
腸
を
整
え
る
料
理
教
室
～
食
は

す
べ
て
の
基
本
」
小
野
寺
美
佐
子
氏
（
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
農
）　

■時
午
後
７
時　

■定
先
着
15

人　

■費
３
、
６
５
０
円　

▼
短
期
講
座
「
旬
の
味
を
楽
し
む
そ
ば
打
ち

体
験
」　

■日
11
月
11
日
○水
午
前
10
時　

■定
先

着
12
人　

■師
沢
川
来
純
氏
（
そ
ば
処
大
梵
字

そ
ば
打
ち
職
人
）　

■費
１
、
５
５
０
円

▼
共
通　

■対
市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在

住
ま
た
は
勤
務
の
方　

■場
・
■申
10
月
６
日
○火

～
23
日
○金
に
同
セ
ン
タ
ー
☎
24
‐
２
３
４
０

へ
応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

■日
11
月
11
日
○水
午
後
１
時
30
分　

■場
消
防
本

部　

■内
成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇そ

生
法
（
普
通

■日＝日時・期日・期間　■時＝時間　■場＝場所・会場　■定＝定員　■対＝対象・資格　　　　　　　　　■内＝内容　■師＝講師・指導　■費＝費用・料金　■持＝持ち物　■申＝申込み　■問＝問合せ　■他＝その他　HP＝ホームページ
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鶴
岡
支
店
☎
22
‐
３
１
４
７

行
政
書
士
会
無
料
相
談
会

■日
10
月
26
日
○月
午
後
２
時
～
４
時　

■場
市
役

所
本
所
別
棟
２
号
館
24
号
会
議
室　

■内
相
続
、

事
業
等
の
許
可
手
続
き
、
外
国
人
在
留
資
格

手
続
き
等
の
相
談　

■問
同
会
鶴
岡
支
部
（
佐

藤
）
☎
33
‐
８
８
６
８

毎
月
第
４
水
曜
日
は
住
宅
相
談
会

専
門
家
が
ス
ピ
ー
ド
解
決

■日
10
月
28
日
○水
、
11
月
25

日
○水
午
前
10
時
～
11
時　

■場
市
役
所
本
所
４
階
ロ
ビ

ー　

■内
住
宅
新
築
・
増
改

築
、
耐
震
診
断
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
の
相
談
、

高
齢
者
減
災
ア
ド
バ
イ
ス

等　

■問
本
所
建
築
課
☎
内

線
４
８
４

庄
内
こ
こ
ろ
塾

無
料
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

■日
11
月
１
日
○日
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分　

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■申
五
十
嵐
☎
０
９
０
‐
６

６
８
９
‐
２
０
５
０

目
の
見
え
方
に
不
安
・
悩
み
が
あ
る
方
へ

ア
イ
サ
ポ
ー
ト
相
談
会

■日
12
月
１
日
○火
～
３
日
○木

■場
庄
内
教
育
事

務
所
（
三
川
町
）　

■申
10
月
８
日
○木
ま
で
視

覚
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
０
２
３
‐
６
７
２
‐
４

１
１
６
へ

日
曜
労
働
悩
み
ご
と
相
談
会

■日
10
月
11
日
○日
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■場

勤
労
者
会
館

■対
県
内
事
業
所
の
労
働
者
、

事
業
主

■問
山
形
県
労
働
委
員
会
☎
０
２
３

‐
６
３
０
‐
２
７
９
３

調
停
手
続
相
談

　

調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
10
月
15
日
○木
午
前
9
時
30
分
～
午
後
４
時

■場
勤
労
者
会
館

■対
交
通
事
故
・
金
銭
・
土

地
建
物
・
家
庭
の
問
題
な
ど
で
お
困
り
の
方

等　

■問
鶴
岡
裁
判
所
内
鶴
岡
調
停
協
会
☎
23

‐
６
６
６
６

10
月
19
日
～
25
日
は
行
政
相

談
週
間
で
す
！

　

行
政
相
談
で
は
、
行
政
の
仕
事
や
サ
ー
ビ

ス
、
各
種
手
続
き
に
関
す
る
困
り
ご
と
・
苦

情
、
ご
意
見
・
ご
要
望
等
に
つ
い
て
国
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
日
及
び
会
場
は
、
本
紙
27
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
市
民
課
☎
内
線
１
５
８

債
務
・
相
続
に
関
す
る
無
料

相
談
会

　

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■日
10
月
24
日
○土
午
前
10
時
～
午
後
２
時　

■対

市
内
、
三
川
町
、
庄
内
町
に
在
住
ま
た
は
勤

務
の
方
先
着
12
人　

■場
・
■申
東
北
労
働
金
庫

▼
来
年
３
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室

等
利
用　

■日
12
月
１
日
○火
か
ら

▼
来
年
４
月
小
ホ
ー
ル
・
練
習
室
・
会
議
室

等
利
用　

■日
来
年
１
月
４
日
○月
か
ら

▼
来
年
５
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
︑
来
年
11

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付
（
利

用
調
整
会
議
）
…
10
月
15
日
○木

通
常
受
付

…
11
月
１
日
○日
か
ら

▼
来
年
６
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
︑
来
年
12

月
大
ホ
ー
ル
本
番
利
用　

■日
先
行
受
付
（
利

用
調
整
会
議
）
…
11
月
15
日
○日

通
常
受
付

…
12
月
１
日
○火
か
ら

▼
来
年
７
月
大
ホ
ー
ル
練
習
利
用
︑
再
来
年

１
月
大
ホ
ー
ル
本
番

利
用　

■日
先
行
受
付

（
利
用
調
整
会
議
）

…
12
月
15
日
○火

通

常
受
付
…
来
年
１
月

４
日
○月
か
ら

▼
共
通　

■対
先
行
受

付
…
市
内
団
体
等
が

行
う
芸
術
文
化
事
業

等
。
利
用
調
整
会
議

（
■時
午
後
６
時
30
分

■場
同
館
）
に
要
出
席　

■問
同
館
☎
24
‐
５
１
８
８　

■他
空
き
状
況
は

同
館
HP自

衛
官
採
用
試
験

自
衛
官
候
補
生

■日
11
月
14
日
○土

■場
神
町
駐
屯
地（
東
根
市
）

■申
11
月
６
日
○金
ま
で
自
衛
隊
山
形
地
方
協
力

本
部
鶴
岡
出
張
所
☎
22
‐
０
４
６
６
へ

相
談
・
そ
の
他

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談

■日
10
月
９
日
・
16
日
・
23
日
・
30
日
、
11
月

６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
の
金
曜
日
午

後
１
時
15
分
、
２
時
30
分

■場
に
こ
♥

ふ
る　

■定
各
回
先
着
２
人　

■内
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

…
眠
れ
な
い
日
が
続
く
、
気
分
が
沈
ん
で
元

気
が
な
い
等　

若
者
ひ
き
こ
も
り
相
談
…
社

会
参
加
で
き
な
い
、
家
か
ら
出
な
い
等

■申

健
康
課
☎
内
線
３
６
４

■日10月18日○日午前10時30分～
午後１時30分　■場田沢川ダム周辺
■内カヌー体験教室、魚のつかみ
取り、苗木プレゼント（数量限定）、
軽食販売等 ■問酒田市平田総合
支所建設産業課☎0234‐52‐
3914　

■日11月１日○日～３日○火午前９時
～午後６時（３日は午後３時まで）
■場三川町民体育館　■内特別展示
「みかわまちアーカイブ写真展」、
町民による各種作品展示、物産販
売等 ■問三川町子育て交流施設テ
オトル☎64‐8310　

田沢川ダムまつり

みかわ秋まつり

●酒田市

●三川町

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。
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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線317

農
作
物
の
鳥
獣
被
害
に

困
っ
て
い
ま
す

　
山
に
近
い
地
域
で
は
、
果
樹
を
は
じ

め
と
し
た
農
作
物
の
被
害
が
後
を
絶
ち

ま
せ
ん
。

　
市
の
取
り
組
み
の
現
状
と
、
今
後
の

対
策
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

市
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
基
づ

き
、
被
害
対
策
を
実
施
中
で
す

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害
は
、

農
業
者
の
営
農
意
欲
を
低
下
さ
せ
、
離

農
者
・
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を
招
き
、

過
疎
化
の
要
因
と
も
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
被
害
対
策
は
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。　

　

そ
こ
で
市
で
は
、
平
成
21
年
に
「
鶴

岡
市
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会
」
を

設
立
し
、
26
年
に
は
、
猟
友
会
員
を
中

心
と
し
た
「
鶴
岡
市
鳥
獣
被
害
対
策
実

施
隊
」
を
結
成
。
捕
獲
・
追
い
払
い
・

被
害
調
査
等
を
市
の
鳥
獣
被
害
防
止
計

画
に
基
づ
い
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
計
画
の
推
進
と
こ
れ
か

ら
の
被
害
防
止
対
策
の
方
針
と
し
て
、

次
の
４
つ
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
捕
獲
　

QＡ

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介します。

音楽に直接触れて楽しんでほしい

　　松
ま つ も と

本 健
け ん い ち

一 さん

　加茂水族館クラゲ大水槽前でのコンサートや、大
鳥音楽祭への出演など様々な所で演奏してきました。
鶴岡には一般的なライブ会場に限らず、そこに音楽
があると面白い場所がいっぱいあります。鶴岡公園
のお堀の周辺で演奏する企画もあったのですが、コ
ロナの影響で中止になってしまいました。
　最近はリモートワークで、東京の教室にいる生徒
にレッスンをしたり、これまで共演してきた仲間と
リハーサルをしたりと徐々に音楽活動ができるよう
になってきました。11月には荘銀タクト鶴岡で、
ベーシストとのデュオコンサートをします。生演奏
を中心に活動してきたので、面白い演奏をして、来

た人に楽しんでほしいですね。
　去年まではアマチュアの人たちと山王ナイトバザ
ールなどに出演していましたが、今は広いホールに
散らばっての練習ぐらいしかできません。それでも
一緒に演奏するのを喜んでくれるのがうれしいです
ね。櫛引西小で金管バンドの練習の手伝いもしてい
ます。幅広い人から音楽に直接触れてもらい、演奏
する人の裾野を広げたいと考えています。
　東京から有名なミュージシャンを呼ぶことよりも、
音楽を楽しむ人がたくさんいることの方が、文化的
に豊かだと私は思います。音楽って、誰でもどこで
も気軽に始められるものなんですよ。

テナーサックス奏者

※デュオコンサートの詳細は本紙裏表紙をご覧ください。

　松本さんは、即興や一般的な奏法を逸脱した特殊奏
法を中心に演奏する枠にはまらないサックス奏者です。
1980年代後半に東京都内のライブハウスで演奏を始め、
尺八にも影響を受けた独自のスタイルで国内外の多くの
音楽プロジェクトに参加。
　平成29年、奥様の転職をきっかけに神奈川県川崎市
から鶴岡に移住しました。30年に市内のアマチュア音
楽家の協力を得て鶴岡まちなかキネマで「ツルオカ・ミ
ーティング・ジャズコンサート」を開催。今年６月には
丙申堂で、絵画と映
像を組み合わせたア
ートの中で演奏する
無観客ライブをイン
ターネット上で配信
しました。
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実
施
隊
に
よ
る
捕
獲
の
実
施
と
技
術

向
上
な
ど

■
被
害
防
除
　

　
侵
入
防
止
柵
や
電
気
柵
に
よ
る
鳥
獣

か
ら
の
防
衛
、
猿
の
追
い
払
い
な
ど

■
環
境
整
備　

　
地
域
の
農
作
物
残
渣さ

（
野
菜
く
ず
）

や
放
棄
果
樹
を
な
く
す
、
隠
れ
場
所
と

な
る
耕
作
放
棄
地
を
管
理
す
る
な
ど

■
地
域
ぐ
る
み　

　
地
域
一
体
と
な
っ
て
総
合
的
に
実
施

す
る
た
め
の
団
結
や
合
意
形
成
な
ど　

　

被
害
防
止
対
策
を
実
施
す
る
上
で
は
、

地
域
一
丸
と
な
り「
被
害
防
除
」や「
環

境
整
備
」
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

す
。
例
え
ば
放
棄
果
樹
は
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
、
鳥
獣
を
呼
び
寄
せ
る

餌
と
な
り
ま
す
。
特
に
熊
に
よ
る
事
故

を
回
避
す
る
た
め
に
も
、
地
域
内
で
協

力
し
て
収
穫
や
伐
採
す
る
こ
と
も
必
要

で
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ら
地
域
活
動
へ
の
支

援
と
し
て
、「
電
気
柵
な
ど
の
被
害
防

止
機
器
の
導
入
助
成
」、「
集
落
組
織
な

ど
の
被
害
防
止
活
動
等
へ
の
支
援
」
等

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
鳥
獣
対
策
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

こ
の
よ
う
な
鳥
獣
問
題
に
つ
い
て
、

よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
、
農
業
経
営
者
育
成
学
校

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｓ
で
、
一
般
公
開
講
座
を
開

催
し
ま
す
。
被
害
対
策
や
地
域
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
得
で

き
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
本
紙
23
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

〈
本
所
農
政
課
〉

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等
総合相談（身近な悩みや心配ごと等）

鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00新型コロナウイルス感染症に関する相談
（ 生 活 支 援 ･ 経 営 支 援 等 ）
消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00
内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215
教育相談（学校教育･就学に関すること） 教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00
〃　　（青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐028‐234
〃　　（不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子ども総合相談窓口（妊娠・出産・子育ての悩み等） 子育て世代包括支援センター☎35‐1118

月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15
子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
ひ と り 親 ･ 女 性 相 談 本所子育て推進課☎内線151
障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794
仕 事 や 暮 らし に 関 する 相 談 鶴岡地域生活自立支援センター「くらしス」☎29‐1729
高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

今月の各種相談窓口開設日　10/4 ～ 11/3
内 容 問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 13日○火14：00～16：00・市役所本所
藤島庁舎総務企画課☎64‐5813 23日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター
羽黒庁舎総務企画課☎内線218 20日○火13：30～15：30・市役所羽黒庁舎
櫛引庁舎総務企画課☎内線221 20日○火18：00～20：00・櫛引生涯学習センター
朝日庁舎総務企画課☎内線303 20日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター
温海庁舎総務企画課☎内線313 22日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談 本所市民課☎内線158 15日○木14：00～16：00・市役所本所
交 通 事 故 相 談（ 弁 護 士 ） 本所市民課☎内線158 23日○金13：30～16：00・市役所本所
休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 10日○土   9：30～16：00（要予約）・同事務所

献血　8/4 ～ 9/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

休日・平日夜間診療

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞   ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日　＜日曜日、祝日、年末年始＞　①   9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　     ② 13：00～15：00

■問健康課（にこ♥ふる）☎内線361

　　　�受診者・医療従事者への新型コロナウイルス感染予防
のため、おいでになる前に、必ず電話でご連絡ください！

献血　10/4 ～ 11/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課☎内線361

月　日 受付時間 会　場
10．10○土 10：00～ 12：00 鶴岡協同の家こぴあ
　  〃 13：30 ～16：00 　　　   〃
27○火 14：00～ 15：30 荘内病院
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鶴岡市役所
本所

藤島庁舎
羽黒庁舎
櫛引庁舎
朝日庁舎
温海庁舎

〒997‐8601

（メールアドレス）
（ホームページ）
（フェイスブックページ）
（窓口受付時間）

〒999‐7696
〒 997‐0192
〒 997‐0346
〒 997‐0492
〒 999‐7205

《人口と世帯》（令和２年８月31日現在）
　住民基本台帳人口合計：124,368人
　　 （男：59,481人、女：64,887人）
　世帯数：49,138世帯
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山形県鶴岡市馬場町９‐25
☎0235‐25‐2111　FAX0235‐24‐9071
tsuruoka@city.tsuruoka.lg.jp
http://www.city.tsuruoka.lg.jp
https://www.facebook.com/tsuruokacity
月曜～金曜日（祝日・年末年始除く）
午前８時30分～午後５時15分
市内藤島字笹花25　☎64‐2111
市内羽黒町荒川字前田元89　☎62‐2111
市内上山添字文栄100　☎57‐2111
市内下名川字落合１　☎53‐2111
市内温海戊577‐１　☎43‐2111
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問合せ　荘銀タクト鶴岡☎24‐5188

■ 新型コロナウイルス感染拡大状況により、出演者の変更や公演が中止となる場合があります。

●会場：荘銀タクト鶴岡 大ホール
●チケット申込み方法（座席の指定不可）
　各日の申込期間内に荘銀タクト鶴岡ホームページで申込み。
※ 申込み多数の場合は抽せん。当落結果や引換え方法はメールでお知らせします。
※インターネット環境がない方は同館にお問い合わせください。
※未就学児は入場不可。

各日
500円

金管五重奏
コンサート開演 11：30

10/16金

井上直樹・松岡恒介・関谷智洋
太田涼平・久保和憲

山形交響楽団金管五重奏

10/7（水）まで
チケット申込期間

開演 18：00
11/2月 ジャズデュオ

コンサート
サックス＆ベース

松本健一 若林美佐

チケット
申込期間
10/12（月）
～　

21（水）

バリトン
リサイタル開演 11：30

12/17木

鈴木集（バリトン）
松浦恵（メゾソプラノ）

11/29（日）～12/8（火）　　
チケット申込期間

稲村洋之（ピアノ）

鶴岡・山形にゆかりのある演奏家の
コンサートを３か月連続で開催！

ワンコイン500円で気軽にお楽しみください♪ワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサートワンコイン・コンサート

2020年度自主事業

三浦文彰
ヴァイオリン・リサイタル
来年２月23日（火）
出演：三浦文彰（ヴァイオリン）、ヴァルヴァラ（ピアノ）　
開演：午後２時 荘銀タクト鶴岡 大ホール

●受付方法　荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ
※ 申込み多数の場合は抽せん。当落結果はメールでお
知らせします。
一般販売
●販売開始日時　 11月７日（土）午前10時から先着順
●販売方法　荘銀タクト鶴岡ホームページでのみ　
☆共通　 インターネット環境がない方は同館にお問い

合わせください。
チケット引換え
　12月頃を予定しています。電子メールでチケット
引換え日時をお知らせしますので、荘銀タクト鶴岡事
務室までお越しください（クレジットカード不可）。市民先行エントリー

●受付期間　10月10日（土）午前10時～25日（日）

チケット販売（座席の指定不可）

≪一般≫Ｓ席5,000円・Ａ席4,000円　
≪学生≫Ａ席2,000円（要学生証／25歳以下）
　※当日券は各500円増し。
　※  1人 4枚まで購入可能です。　
　※  未就学児は入場不可。託児サービスがあります（有
料。先着順。チケット購入確定後に申込み）。

　※ 車椅子席での鑑賞をご希望の方は、事前に荘銀タ
クト鶴岡までお問い合わせください。

チケット料金（全席指定・税込）
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